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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

事業所名 グループホームせいれいやまて 

管理者 西郷 昌一 

 

 

グループホームせいれいやまての基本方針 

１．基本的人権を尊重し、態度や言葉遣いにも誠意が感じ取れる支援を実施します。 

２．安全で安心できる場を提供するために環境整備を実施します。 

３．利用者一人ひとりの個性や思いを尊重した支援を実施します。 

４．利用者が地域の方々に愛され、地域と共に歩む事業所を目指します。 

５．世話人・支援職員らが協力して支援内容を工夫し、温もりのある事業所を目指します。 

 

  新築物件へ移転し、今年度半ばには 3 年目を迎えます。利用定員について、初年度 7 名、

2 年目以降 10 名で計画していましたが、支援員の確保が難しく、定員の増員ができませんで

したが、ようやく職員の確保がかない、6 月より増員をすることになりました。 

 職員、利用者とも増員をすることになりましたが、一人一人への支援の質を高めるため、

職員の専門性向上を目指し、基本理念の理解や各種研修も強化し、職員の意識を高めていき

ます。 

 

 

 １．事業概要 

 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 共同生活援助 
７名 

6 月より 

10 名 

知的障害者 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

  「一人ひとりの支援力アップと環境整備でご利用者のニーズに応える、魅力ある施設

づくりを達成しよう」 

 

（１）基本理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

基
本
理
念
に
触
れ
る
機
会

を
持
つ 

基本理念の唱和/ 

 ハンドブックの利用 

①職員会議において、基本理念の唱和とハンドブック

の輪読（１回／月） 

牧師、理事を通じて基本

理念の連動性を学び、職

員で考える機会を持つ 

①牧師、もしくは理事より基本理念と支援の連動性に

ついて学習 

 

(２) 人材育成・人材確保の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

人
材
育
成 

専門性の向上と情報共

有 

①専門研修の参加 

②家族会開催 

③世話人･支援員とのミーティング継続 

④バックアップ職員と情報共有継続 

 

(３)QOL の視点   

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

サ
ー
ビ
ス 

権利擁護・虐待防止のた

めの支援 

①法令順守の意識化と支援のマニュアル化 

②虐待防止研修と振り返りの実施 

③成年後見制度理解の勉強会の実施 

④満足度調査の実施 

利用者の健康状態に応

じた支援提供 

①定期受診の支援・付添いの実施 

②傷病時・緊急時の付添いの実施 

③利用者の状況に合わせた送迎の実施 

安心・安全な生活の提供 

（管理者・サービス管理

責任者の働き） 

①家族会の実施 

②定期的訪問・顔の見える支援（2 回/月の実施） 

③問題や相談に対して速やかな対応実施 

④避難経路の掲示 
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(４) 経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

経
営 

利用率の確保 

①目標利用率 81％ 

②週末帰省の短縮に向けての支援 

③週末帰省のない利用者対応を含め 365 日開所を 

 継続 

支援者の安定的雇用 
①支援者間の連絡・調整の実施 
②職員の給与・残業等の検証とコストカット 

バックアップ体制の継

続 

①バックアップ施設（神戸聖生園）の体制継続 

②バックアップ職員へ支援内容提示と共有化（ホーム

の支援マニュアルの整理）継続 

職員の増員 ①利用定員を 10 名にするため、職員増員対策強化 

 

(５) 地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
交
流 

地域の住人としての

活動 

①地域の方たちとの関わり、交わりの機会提供 

（自治会活動等、掃除、近隣へのあいさつ等） 

環境美化 ①除草の実施（年 2 回） 

 

(６) 人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
心
・
安
全
の
取

り
組
み 

避難訓練の実施 防

犯訓練の実施 
①避難訓練、防犯訓練の実施（計 2 回/年） 

感染症対策の実施 
①新型コロナへの対策 
②その他の感染症対策の実施 
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２０２1 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームたいのはた東 

管理者 西郷 昌一 

 

 

グループホームたいのはた東の基本方針 

１．基本的人権を尊重し、利用者一人ひとりの個性や思いを尊重した支援を実施します。 

２．安全で安心できる場を提供し、日常生活の充実と豊かさを提供します。 

３．利用者が地域の方々に愛され、地域と共に歩む事業所を目指します。 

４．世話人･支援員･関係者が協力し、お互いに認め合う温もりのある事業所を目指します。 

５．将来グループホームを希望される利用者の体験利用を応援します。 

６. 地域の福祉相談窓口として、社会福祉で地域に貢献できる事業所を目指します。 

 

昨年度は新型コロナが流行し、当初予定していた体験型利用がほとんどできない状況にな

りました。今年度もこの事業は進めていきますが、新型コロナの流行に伴う緊急事態宣言の

発令などが続いており、サービスの提供ができるかどうかが懸念されるところです。このよ

うな状況が続く中での体験型利用のありかたについて考えていきます。また、体験型利用に

ついてニーズなどによる必要性についても考えていきます。 

多井畑東町での生活も落ち着き、地域の一員としての市民権を得られつつあることから、

さらに地域清掃や夜間防犯巡回などの地域活動に積極的に参加していけるよう支援していき

ます。 

人材育成に力を入れ、基本理念の学びの機会や各種研修に積極的に参加し、総合力で支援

できるようバックアップ施設と連携し歩んでいきます。 

  

 

１．事業概要 

 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第２種社会福祉事業） 
共同生活援助 

(体験利用型) ６名 知的障害者 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

  「一人ひとりの支援力アップと環境整備でご利用者のニーズに応える、魅力ある施設

づくりを達成しよう」 

 

（１）基本理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

基
本
理
念
に
触
れ
る
機
会
を

持
つ 基本理念の唱和/ 

 ハンドブックの利用 

①基本理念の唱和とハンドブックの輪読（１回／月） 

牧師、理事を通じて基本

理念の連動性を学び、職

員で考える機会を持つ 

①牧師、もしくは理事より基本理念と支援の連動性につ

いて学習 

 

 

（２）人材育成・人材確保の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

人
材
育
成 

専門性の向上と情報共有 

①専門研修の参加 

②家族会開催 

③定期的なミーティングの実施（毎月第３金 14：00～ 

④バックアップ職員と情報共有継続 

 

（３）QOL の視点   

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

サ
ー
ビ
ス 

権利擁護・虐待防止のた

めの支援 

①法令順守の意識化と支援のマニュアル化 

②虐待防止研修(年 2 回)・スタッフ会議(毎月第 3 金)の

実施 

③成年後見制度理解の勉強会の実施 

④満足度調査の実施 

利用者の健康状態に応じ

た支援提供 

①定期受診の支援・付添いの実施 

②傷病時・緊急時の付添いの実施 

③利用者の状況に合わせた送迎の実施 

安心・安全な生活の提供 

（管理者・サービス管理

責任者の働き） 

①定期訪問・顔の見える支援（2 回/月） 

②地域の方たちとの関係構築、交わりの機会提供 

（自治会活動等、掃除、近隣へのあいさつ等） 

③問題や相談に対して速やかな対応実施 

④避難訓練の実施（2 回/年）避難経路の掲示 
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（４） 経営強化の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2021 年度計画 

 
 

 

経
営 

利用率の確保 

①利用率 85.6％維持を目指す 

②体験型利用者受入れを延べ利用数 10 日／月を目指す 

③家族の協力要請と週末帰省の短縮を実施 

④350 日開所を目指す 

コスト削減 

①消耗品や調味料などの無駄を省く努力 
②水光熱費等の節約 
③残業等の見直し 

支援者の安定雇用 
①職員の給与検証とコストカット 
②人材（知人等）情報の収集と確保 

バックアップ体制の継

続 

①バックアップ施設（神戸聖生園）の体制継続 

②バックアップ職員への支援内容提示と共有化 

（ホームの支援マニュアルの整理） 

③共有化・連絡・相談の拡充のためパソコンでの連絡 

④環境美化・除草の実施（毎月） 

体験型利用の見直し 
①開所以来の体験型利用の継続について検討 

 

(５) 地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
交
流 

地域の住人としての活

動 

①地域の方たちとの関わり、交わりの機会提供 

（自治会活動等、掃除、近隣へのあいさつ等） 

環境美化 
①除草の実施（毎月） 

 

(６) 人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
心
・
安
全
の
取

り
組
み 

避難訓練の実施 防犯

訓練の実施 

①避難訓練、防犯訓練の実施（2 回/年） 

感染症対策の実施 ①新型コロナへの対応 
②その他の感染症対策の実施 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸愛生園 

施設長 加藤 航 

 

神戸愛生園の基本方針 

１．唯一無二の存在である利用者の命を守り、その人らしい生活が送ることができるように 

   支援します。 

２．態度、言動がどのような影響を与えるかよく考え、人権に配慮したケアに努めます。 

３．利用者のニーズに基づき、従来からのサービスに固執せず、神戸愛生園の総合力を持っ

て柔軟にサービスを提供します。 

４．施設機能の情報提供、相談を積極的に行い地域に必要とされるよう努力します。 

 

2021 年度の事業計画について 

 今年度も新型コロナウイルスの脅威は去らず、有効な治療法が確立されていない現状、引き

続きある程度の制限のある中での運営を行っていくこととなりそうです。そのような中でも少

しでも前向きに取り組んでいきたいと思います。 

2019 年末にインドネシアより迎えた 2 名の EPA 職員も 2 年目となります。業務も一人立ちし

ました。それとともに勉強面、生活面も引きつづき支援していきます。EPA は昨年度もマッチ

ングに成功し、2 月には 3 人目の女性職員が着任予定です。安定的な人材確保のため、今夏も

ジャカルタでの現地面接会に参加します。 

昨年度ご利用者の成育歴にフォーカスを当てた取り組みが大きな成果を得ました。今年度は

それを基礎にし、外部講師による研修などを通し、利用者支援の立て直しを行っていきます。

また次世代のリーダーを育てるべく取り組んでまいります。 

新型コロナウイルスを含む感染症対応については昨年度感染対策マニュアルを改めましたの

で、それに沿ったアクションを行っていきます。またコロナ禍で利用を制限した短期入所事業

の受け入れ指針を新たに設定し、安全に配慮した上で少しでも多くのご利用者をお受けし、使

命を果たせるように致します。今年度中にはワクチンの接種が視野に入ります。コロナ後も視

野に入れつつ、ご利用者が安心して神戸愛生園を利用し、その中でも少しでも充実した生活が

できるように取り組んでまいります。 

 

１．事業概要 

  

 

 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 生活介護 60 名 身体障害者 

障害者支援施設事業 （第 1 種社会福祉事業） 施設入所支援 50 名 身体障害者 

障害福祉サービス事業（第 1 種社会福祉事業） 短期入所 5 名 身体障害者 

神戸愛生園診療所 公益事業 － － 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

「ここにいて良かった！」といえる施設作りを目指します。 

   

（1）理念の視点  

 

（2）人材確保の視点 

 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

法
人
基
本
理
念
・

神
戸
愛
生
園
基
本

方
針
の
浸
透 

業務内で理念

を意識化する

工夫 

①アピールボードに基づいた業務遂行 

②支援実施書に全人的要素を盛り込んだ書式に改訂 

③理事長による理念研修 

更
な
るE

P
A

職
員

の
獲
得 更なる EPA 職

員の獲得 

①1 名マッチング 

②メニューの見直し 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

人
財
確
保
・
定
着
（
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
） 

コンサルティ

ング、研修等、

外部資源活用

の検討 

①第三者評価受審 

 

 

近隣学校への

アプローチ（大

学・専門学校に

アルバイト募

集） 

①新型コロナウイルスの感染状況や学校の状況を踏まえ対応して

いく 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の

明
確
化 

ス キ ル ア ッ

プ・キャリアパ

スの明確化 

①運用・評価・見直し 

 

E
P
A

職
員
が
安
心
し
て

就
労
・
就
学
・
生
活
が

で
き
る
環
境
の
整
備 

EPA 職員が安

心して就労・就

学・生活ができ

る環境の整備 

①EPA 職員の業務履修サポート（就学含む）と不安・困りごとの

解消 
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（3）QOL の視点 

 

（4）経営強化の視点 

 

（5）地域の視点 

 

 

 

 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

終
末
期
ケ
ア
を
考
え
る 

生育歴を通し

て、QOL、終末

期を考える 

①神戸愛生園での看取りの可否の判断 

②エンディングノートの作成 

③全利用者の生育歴調査 

援助技術の向

上 

①介護技術向上研修継続実施 

②相談援助技術勉強会（テーマ別で実施） 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

事
業
収
入
を
安
定

さ
せ
る 

感染予防の取

り組み強化 

①感染症マニュアルの運用、改訂 

②感染防止対策訓練実施 

SS 受け入れ体

制の改善 

コロナ禍の中、受け入れ基準を定め、受け入れていく 

I
C
T
,
I
o
T

の
活
用 

ICT,IoT の 活

用 

①ナースコール、インカム、眠りスキャンの連動活用 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
と
の
共
生 

地域行事への

参加 

①コロナ感染状況を踏まえ、地域行事への参加 

福祉避難所と

しての環境整

備 

①必要備品の整備 

②災害時の対応マニュアル見直し 

広
報
活
動
の

充
実 広報活動の充

実 

①フェイスブック・インスタグラム更新 

②機関紙発行 

- 66 -



（6）人事・労務・危機管理の視点 

 

 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

業
務
改
善
に
よ
る
、

安
全
で
魅
力
あ
る

職
場
づ
く
り 

指導、育成時間

捻出のための

業務分析、改善 

①定期的に職制による面談機会の確保 

施
設
の
建

て
替
え
へ

の
着
手 

建て替え委員

会の継続開催 

①資金計画の策定 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 きたすま障害者相談支援センター 

施設長 三木 卓也 

 

きたすま障害者相談支援センターの基本方針 

１．地域で生活する障害者（児）とその家族等からの相談に対し、必要な情報の提供や助言

を行うとともに、関係諸機関との連携を図り、障害福祉サービスの利用援助（サービス

等利用計画の作成を含む）等適切な支援を行います。  

 ２．相談者の意思及び人権を尊重して障害特性や本人・家族のニーズ等を的確に把握し、公

正・中立性を保ちつつ常に相談者の立場に立った地域生活支援の提供に努めます。 

３．相談者やその家族等のニーズ、想いを受け止め、適切な助言や情報提供等の支援ができ

るよう、職員の専門性の向上に努めます。 

４．障害のある方が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域を目指し、須磨区自 

立支援協議会の事務局として活発な運営を専門性とチームワークで行います。 

 

2021 年度の事業計画について 

 第 4 期中期計画（2020 年～2022 年）の 2 年目を迎え、神戸市からの委託契約（2021 年～2025

年）の初年度となります。引き続き事業を継続運営できることに感謝し、第 4 期中期計画のビ

ジョンに掲げる「不安や困りごとがありながら地域で暮らす方々が気軽に相談でき、豊かなつ

ながりを大切に親身で思いやりのある対応ができるセンターを目指します」の実現に向けてチ

ャレンジしていきます。 

少子高齢社会により核家族化が進み、家族関係をはじめとする人間関係の希薄化や社会との

つながりが弱まり、複雑かつ既存の制度だけでは対応が難しい深刻な問題を抱える相談が増え

ている傾向が見られますが、相談に至った背景や経緯を丁寧に聴き取り、困りごとや思いを親

身に受け止め、地域の関係機関と連携した相談支援を心がけます。 

 一方で、相談者との関係性が大きな要素を占める相談支援の特性を踏まえ、スーパービジョ

ンによるサポートや OJT、外部研修への積極的参加や内部研修の実施を定期的かつ継続的に実

施し、相談員自身の自己覚知、センター全体の相談支援力の向上、安心して働き続けることが

できる風通しの良い職場環境づくりに努めます。 

社会全体がこれまでの生活スタイルや行動様式を見つめ直す必要性に直面している状況では

ありますが、人と人との“つながり”を大切にして、障害のある方やご家族が困った時に気軽

に相談できる地域の身近なセンターを目指します。 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

地域生活支援事業 委託(神戸市) 

相談支援事業 

－ 身体・知的・精

神・発達・難病 

障害福祉サービス事業 指定（特定・一

般・障害児）相

談支援事業 

－ 身体・知的・精

神・発達・難病 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

不安や困りごとがありながら地域で暮らす方々が気軽に相談でき、豊かなつながりを

大切に親身で思いやりのある対応ができるセンターを目指します。 
   

（１）理念の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

法
人
理
念
の
浸
透
と
権
利
擁
護
の
実
践

に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施 

価値観と出会

う場面の提供 

①基本理念の唱和（月 2 回） 

②年間聖句の掲示（年間） 

③理念ハンドブックの輪読（月 1 回） 

理念に触れ学

ぶ機会の提供 

①権利擁護研修（内部）の実施（年 1 回） 

②各種理念研修（外部）への参加（1 人／年） 

 

（２）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

相
談
支
援
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施 

相談支援スキ

ルの共有と向

上 

①ケース会議の開催（月 1 回） 

研修機会の提

供 

①研修（内部）の実施（年 2 回） 

②研修（外部）参加（適宜） 

権利擁護と相

談支援の質の

向上 

①虐待防止チェックリストの実施（年 2 回） 

②顧客満足度調査の実施（年 1 回） 
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（３）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

委
託
事
業
の
公
正
か
つ
確
実
な
取
り
組

み
の
実
施 

事業の継続受

託 

①事業の安定運営（2021 年度～2025 年度） 

各委託調査の

確実な実施 

①障害支援区分認定調査（12 件／年） 

②障害福祉サービス勘案調査（360 件／年） 

③移動支援サービス聴き取り（2 件／年） 

④訪問入浴サービス聴き取り（2 件／年） 

計
画
相
談
支
援
（
個
別
報
酬
）
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
取
り
組
み
の
実
施 

加算要件を満

たす体制の維

持 

①主任相談支援専門員研修の受講（1 名／年） 

②相談支援従事者現任研修の受講（1 名／年） 

③加算研修（行動、要医療ケア、精神）の受講（各 1 名／年） 

個別加算の取

得を推進 

①個別加算（モニタリング、サービス担当者会議実施、入院時情

報連携、退院・退所）の取得（7 件／月） 

 

（４）人材確保育成の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

相
談
支
援
人
材
の
確
保
・
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
実
施 

スーパーバ

イズの実施

と強化 

①個別スーパーバイズの実施（2 か月ごと年 6 回） 

定期ヒアリ

ングの実施 

①定期ヒアリングの実施（4 か月ごと年 3 回） 
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（５）地域の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
に
お
け
る
身

近
な
相
談
窓
口
と

し
て
の
取
り
組
み 

制度の狭間に

ある生きづら

さを抱えた方

への対応 

①ニーズ把握と整理 

 ※地域貢献部会と連動 

地
域
と
積
極
的
に
交
流
す
る
活
動
の
実
施 

須磨区自立支

援協議会の積

極的な取り組

み 

①全体会／運営委員会の開催（年 1 回／年 4 回） 

②作業部会（就労、共生、販路拡大、学習、親子、相談）の実施

（適宜） 

③発達の気になる保護者向けのピアカウンセリングの実施 

（年 9 回） 

地域福祉ニー

ズに応じた支

援の実施（公益

的取り組み） 

①ほっとかへんネットすま役員会、コア実務者会への参加と連携

強化 

②具体的な取り組み内容の協議 

 

（６）人事・労務・危機管理の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

働
き
や
す
い
職
場
環
境
へ
の
取
り
組
み 

業務改善の取

り組み 

①実態把握と整理（担当ケース数、調査担当件数、計画担当件数、

休日出勤日数、夜間電話当番回数） 

働き方改革へ

の対応 

①各職員が有給休暇付与日数の 50％以上取得（最低 5 日以上） 

②各職員の超過勤務時間 10 時間以内（月） 

③WLB 推進に向けた研修の実施 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸聖隷総合相談センター 

施設長 三木 卓也 

 

神戸聖隷総合相談センターの基本方針 

１．地域で生活する障害者とその家族等からの相談に対し、相談者の意思及び人権を尊重し

た適切な情報提供や助言、意向に沿った計画相談支援サービス（サービス等利用計画の

作成）の提供等、住み慣れた地域で安心に暮らすことができるよう相談支援を行います。  

 ２．必要性が高まっている「成年後見制度」に関する相談、情報提供、申立支援を通じて地

域のニーズに応えます。 

３．地域が抱える課題のセーフティネットとしての役割を果たすべく、障害、年齢に関係な

く、生きづらさ、困りごとを持つ方々の相談の対応、ニーズの把握に努め新たなサービ

スを創造します。 

 

2021 年度の事業計画について 

 第 4 期中期計画（2020 年～2022 年）の 2 年目を迎え、事業開始 6 年目を迎えます。今年度、

念願であった「神戸聖隷オアシス」（友が丘総合事業）の開所に合わせて事務所を移転し、第 4

期中期計画のビジョンに掲げる「障害分野に限らず地域の方々の不安なことや困りごとが気軽

に相談できるセンターを目指します。」の実現に向けて、本来的な使命である地域の福祉ニー

ズに対応した取り組みにチャレンジしていきます。 

 具体的には「神戸聖隷オアシス」1 階の「Tunagari～あつまり処」において、一人暮らしの

方や引きこもりがちの方や様々な理由で家族が不在がちのため独りで食事をとらざるを得ない

状況の子どもなど、児童から高齢者まで世代を問わない方々に向けた“だれでも食堂”の展開

を準備し、その取り組みを通じて地域の福祉ニーズを把握し、地域貢献活動の取り組みを進め

ていきます。 

また、法人内事業所のご利用者を中心に約 290 名の方々の計画相談支援サービス（サービス

等利用計画）を担当させていただき、ご利用者ご家族お一人おひとりの希望する暮らしに向け

て必要な福祉サービスの利用調整や丁寧な情報提供を心がけます。また、思いがけない生活状

況の変化や困りごとが起こった際にも、意向に沿った速やかなサービス調整を図り適切な相談

支援に努めます。 

 近年、加齢に伴う障害の重度化やご家族の高齢化が進み、親なき後の安心・安全な生活とい

う大きなテーマが社会化していますが、権利擁護の観点から、成年後見制度活用推進委員会と

協働のもと成年後見制度に関する研修会を実施して制度理解を深めるとともに、具体的に制度

の利用を希望されるご家族の申立て等の支援にも対応していきます。 

社会全体がこれまでの生活スタイルや行動様式を見つめ直す必要性に直面している状況では

ありますが、事業の本来的な使命である地域の福祉ニーズに対応した「よろず相談」としての

役割を果たすための礎の年として位置付け、「Tunagari～あつまり処」での“だれでも食堂”の

取り組みと連動しながら、地道に相談支援体制の充実を図り、地域の関係諸団体との交流や参

加を通じた発信に努め、地域の身近な相談窓口として浸透することを目指します。 
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１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業 指定（特定・一

般・障害児）相

談支援事業 

－ 身体・知的 

 

２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

障害分野に限らず地域の方々の不安なことや困りごとが気軽に相談できるセンター

を目指します。 

 

（１）理念の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

法
人
理
念
の
浸
透
と
権
利
擁
護
の
実
践

に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施 

価値観と出会

う場面の提供 

①平和を求める祈りの唱和（月 2 回） 

②年間聖句の掲示（年間） 

③理念ハンドブックの輪読（月 1 回） 

理念に触れ学

ぶ機会の提供 

①権利擁護研修（内部）の実施（年 1 回） 

②各種理念研修（外部）への参加（1 人／年） 

 

（２）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

相
談
支
援
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施 

相談支援スキ

ルの共有と向

上 

①ケース会議の開催（月 1 回） 

研修機会の提

供 

①研修（内部）の実施（年 2 回） 

②研修（外部）参加（適宜） 

権利擁護と相

談支援の質の

向上 

①虐待防止チェックリストの実施（年 2 回） 

②顧客満足度調査の実施（年 1 回） 
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（３）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

計
画
相
談
支
援
（
個
別
報
酬
）
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
取
り
組
み
の
実
施 

計画相談支援、

モニタリング

の確実な実施 

①サービス利用支援（268 件／年） 

②継続サービス利用支援（375 件／年） 

加算要件を満

たす体制の維

持 

①相談支援従事者現任研修の受講（1 名／年） 

②加算研修（行動、要医療ケア、精神）の受講（各 1 名／年） 

個別加算の取

得を推進 

①個別加算（モニタリング、サービス担当者会議実施、入院時情

報連携、退院・退所）の取得（12 件／年） 

 

（４）人材確保育成の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

相
談
支
援
人
材
の
確

保
・
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
の
実
施 

スーパーバイ

ズの実施と強

化 

①グループスーパーバイズの実施（毎月） 

定期ヒアリン

グの実施 

①個別定期ヒアリングの実施（4 か月ごと年 3 回） 

 

（５）地域の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
に
お
け
る
身
近
な
相
談
窓

口
と
し
て
の
取
り
組
み 

地域の関係機

関とのつなが

り強化 

①北須磨団地自治会ふる里まつり、運動会への参加（各年 1 回） 

②「地域支え愛学習会」への参加（年 2 回） 

③地域包括ケア会議（介護保険）への参加（年 2 回） 

神戸聖隷オア

シス（友が丘総

合事業）に係る

地域貢献活動

への取り組み 

①事務所移転 
②地域への広報活動と地域ニーズの把握 
③「Tunagari～あつまり処」にて“だれでも食堂”の実施 

親
（
家
族
）
な
き
後
の

生
活
に
対
す
る
権
利
擁

護
へ
の
取
り
組
み 

成年後見制度

の理解・啓発と

利用の促進 

①成年後見制度勉強会の開催（年 1 回） 

②申立て支援の必要性の高いケースの把握と優先順位付け 
 

- 74 -



（６）人事・労務・危機管理の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

働
き
や
す
い
職
場
環
境
へ
の

取
り
組
み 

業務改善の取

り組み 

①実態把握と整理（計画担当件数、夜間電話当番回数） 

働き方改革へ

の対応 

①各職員が有給休暇付与日数の 50％以上取得（最低 5 日以上） 

②各職員の超過勤務時間 5 時間以内（月） 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸友生園 

施設長 井上 待子 

 

神戸友生園の基本方針 

１．利用者の障害状況に応じたプログラムの提供に努めます。 

 ２．利用者のニーズに応えられるよう高い専門性を持って支援を行います。 

３．安心・安全に地域生活が営めるよう支援を行います。 

 

2021 年度の事業計画について 

 昨年度は経営的に非常に厳しい年となってしまいました。新型コロナウイルスを警戒しなが

ら感染症対策も昨年同様取り組んでいきます。安定した収入が得られるように開所日数の増加

や利用率の向上を目指し、新規利用者の確保に向けて、相談事業所からの見学や実習を、コロ

ナ禍での受け入れ体制を整えられるよう関係機関との調整を行います。支援学校の進路担当教

諭との情報共有の場をもち、2022 年度に向けた新卒者の受け入れ準備も同時に行います。また、

利用者への支援をしっかりと行うことで利用日数の増加を目標としている方への働きかけや、

家庭環境が不安定で在宅期間が長引いている利用者への支援も関係機関と連携しながら、利用

日数を増やすことが出来るように支援していきます。 

 利用者の満足度を向上させるために、作業量の確保が必須です。「神戸聖隷オアシス」内での

接客や厨房内作業など新しい取り組みを開始します。また、神戸友生園の利用者だけでなく就

労を目指す障害のある方の実習先としても「神戸聖隷オアシス」Tunagari を活用できるように

準備いたします。 

 職員育成として Web 研修の為にパソコンや環境整備を行います。本部の部屋を多目的室とし

て、会議や共同作業の場となるように整えていきます。外部研修も必要に応じて参加させ、職

員の資質向上に努めます。施設内内部研修も継続して行い、今施設内にある小さな課題や気付

きについてタイムリーに学べるように、職員会議や毎日の朝礼、終礼の報告事項を参考に研修

内容を検討します。 

 特に今年度は昨年に引き続き、新型コロナウイルスの影響が懸念され経営が厳しい年であり

ますが、利用者、ご家族の安全を確保しながらも経営状況を安定させることが出来るよう、職

員全員で取り組んでまいります。 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 
就労継続支援

B 型 
40 名 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

地域のネットワーク体制を構築出来るスキルを身に付けた職員集団を目指します。 

 

（１）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

理
念
の
浸
透
と
理
念
に

沿
っ
た
支
援
の
実
践 

理念の本質の

理解と共有 

①内部研修にて理念の理解（理事長による研修会の実施） 

②創設時の思いに触れる勉強会の実施（Web 研修を企画） 

理念の実践 

①研修にて、理念に沿った支援の在り方を学ぶ（バイスティックの

７原則と基本理念を考える研修の実施 2 回／年） 

人
権
擁
護
の
徹
底 

虐待・不適切ケ

アの防止 

①虐待チェックリストの実施（2 回／年） 

②虐待防止判定基準表の事例検討会実施（１回／年） 

③接遇ハンドブックを活用した研修の実施（6 回／年） 

④虐待防止の内部研修を実施（２回／年） 

日常の支援に

おける『気づ

き』の共有 

①職員会議で『気づきツール』の情報共有と事例検討（１回／月） 

 

（２）人材育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
の
ス
キ
ル
向
上 

研修会への参

加 

①職員一人ひとりが研修会に参加（１回以上／年） 

②臨時職員に向けた内部研修の実施（3 回／年） 

実習生への指

導にて資質の

向上 

①コロナ禍において、実習受け入れ準備・対策を検討し学生に福祉

体験や学び、気付きの場を提供 

②正規職員が実習指導担当の役割を担う（１回以上／年） 

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

に
て
支
援
の
標
準

化
を
目
指
す 

各種マニュア

ルの整備とブ

ラッシュアッ

プ 

①業務マニュアルのブラッシュアップ 

②支援標準化マニュアルの更新 

③作業マニュアルの整備とブラッシュアップ 
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（３）QOL の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2021 年度計画 

利
用
者
が
達
成
感
を
持
て
る
作
業
の
提
供 

利用者個々の

達成感・充実

感の把握と共

有 

①利用者個々が望む『働き方』のアセスメントと作業提供 

②納得性のある作業評価と工賃配分の新体系導入 

利用者ニーズ

に沿った多種

多様な作業の

確保 

①年間 2 種目の新規作業の確保 

②神戸聖隷オアシス内「TUNAGARI～あつまり処～」においての活動

を開始 

自主生産品の

充実と事業拡

大 

①オリジナル商品の注文書付きチラシ作成 

②ギフト商品の販売（6 回/年） 

③アドアド市の定期開催（20 回／年） 

④すまいんど部会の活動参加 

利
用
者
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
支
援

の
提
供 

ケース会議の

実施 

①利用者の生活歴の確認と理解を深めるために会議を実施（1 回／

月） 

②作業能力評価会議（評定会議）の実施（2 回/年） 

サービスの質

の向上 

①サービス提供票の更新（1 回／月） 

②利用者満足度調査の実施（1 回／年） 

③新規グループホームの検討の為、GH 南落合・アリエッタ北須磨

との情報共有の実施（1 回／月） 

防災・防犯対策 

①防災訓練実施（2 回以上／年） 

②防犯訓練実施（2 回以上／年） 

③食料品などの備蓄購入のため、消費期限や数量の確認（1 回／月） 

 

（４）経営強化の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
定
し
た
収
入
の
確
保 

定員を守った

中での利用者

数の向上 

①実習受け入れに関しての「感染予防対策マニュアル」を作成し、

学校側と打ち合わせを実施 

②感染状況を注視しながら開所日を検討 

③新規利用者獲得に向けた活動 

④職員会議で利用者の出勤状況等を確認 

作業収益の向

上 

①作業担当による取引先との良好な関係の構築の為、職員会議で

現状の共有（1 回／月） 

ジョブコーチ

事業の継続 

①OJT によるジョブコーチの育成の為、関係機関と連携し育成の

場の創出 
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重点実施

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
定
的
経
営
の
模
索
と

経
費
削
減 

仕事の効率

化への取り

組み 

①職員会議にて効率化への検討（1 回/2 か月）と取り組み 

②定時退勤と早期退勤を推進し、月毎に検証 

経費削減の

取組 

①経費削減やコスト意識を高める為、職員会議にて経費、コスト

の把握（１回／月）と削減に向けた取組み 

 

（５）地域貢献の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
の
各
種
学
校
と
の
連

携
を
図
る 

地域の支援学

校に対する連

携強化 

①支援学校の進路担当者との相談体制の構築に向けた協議の場を

持つ（4 回／年） 

②関係機関との協力体制の構築に向けた協議の場を持つ（2 回／

年） 

地域の医療系

専門学校との

連携 

①作業療法士 1・2 年生の実習（1 人 2 回／年）の実習内容の再調

整 

地
元
自
治
会
や
各
種

団
体
等
と
の
良
好
な

関
係
の
構
築 

自治会及び各

種団体主催イ

ベントへの参

加 

①感染状況に応じたイベントへの参加 

②神戸聖隷オアシス１F フロアーにて、感染症対策を行い地域住民

との交流の機会を企画・実施 

 

 

（６）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

構
築 

有給休暇取得

の推進 

①有休取得率の向上（目標 100％） 

超過勤務労働

削減の取組 

①職員ひとり一人の業務量の把握と改善に向けた実行策の推進 

マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備 

各種マニュア

ルの作成・整備 

①法人基本マニュアルに沿った 18 項目のマニュアルの作成・整備

実施 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホーム南落合 

管理者  井上 待子 

 

グループホーム南落合の基本方針 

１．利用者一人一人の基本的人権を尊重した支援を行います。 

 ２．利用者の働きたい思いを大切にした「その人らしい暮らし」を支援します。 

３．継続的に就労が出来るように適切な声掛けを行います。 

４．安心・安全な生活が送れるよう環境づくりを行います。 

５．地域と連携し、地域に根ざしたホームとなるように努めます。 

 

2021 年度の事業計画について 

 事業開始から 1 年半が過ぎました。この間に利用者 1 名が退所になり、新たに 1 名の利用者

が一緒にホームで生活を始めています。また、1 名の利用者家族が緊急入院する事があり、ご

兄弟からは「グループホームに入所していて本当に良かった。自宅で過ごしていたら大変な事

になった。」とお話がありました。高齢化している家族にとっては、ご兄弟を含めて極めて重要

な役割を担っていることを改めて感じました。 

 地域交流という点では自治会の役員を担い、グループホームが団地内の一員として認められ

つつあります。地域住民の方との交流は、頻繁ではありませんが消防訓練や、団地清掃などに

参加することで少しずつ交流を深めています。今後も引き続き、地域の方との交流を深めなが

ら、利用者が安心して生活できる場となるように積極的に関わりを持ちたいと思います。 

 世話人の体制はいまだ不十分で、もうしばらく神戸友生園でのバックアップが必要な状態で

す。今後も継続して人員確保に努めて参ります。 

 年度末に神戸市より南落合の住宅が神戸市の「第３次市営住宅マネジメント計画（案）」にな

っており、2021 年から 10 年間で廃止もしくは改修、建替えとなると説明がありました。現状

では、どのようになるのか調査したうえで事業手法が決まっていく為、時期や手法は分からな

いですが、神戸市もグループホームの現状や自治会との関係性なども十分考慮していただく旨

を確認しましたので、今後に向けた話し合いを行って行きます。 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 共同生活援助 5 名 身体・知的障害者 
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２．2021 年度の主な計画と推進策 

（１）総合的な課題・対策 

区分 課題 具体策 

QOL 

権利擁護のた

めの支援 

①世話人・生活支援員への研修実施 

②虐待防止チェックリストの実施（2 回/年） 

健康管理 
①利用者の健康状態を把握し、必要に応じて医療機関と連携を図

れるよう協力医療機関に依頼 

余暇の充実 ①一人ひとりにあった余暇を検討 

マニュアル整

備 

①世話人業務マニュアルのブラッシュアップ 

地域との連携 ①地域の一員として自治会活動への積極的な参加 

防災対策 
①避難訓練の実施（2 回/年） 

財
務 

利用率の安定 
①365 日のサービス提供と、利用率 85％維持 

バックアップ

機能の体制整

備 

①神戸友生園での日中及び夜間緊急時支援体制を整備 

②法人内グループホーム全体のバックアップ体制整備 

人
材
育
成 

基本理念の浸

透 

①世話人への内部研修の実施 

②法人研修への積極的な参加 

専門性の向上 
①世話人を含む職員の外部研修への参加 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名  神戸光生園 

施設長  吉本 ひろみ 

 

神戸光生園の基本方針 

１．「隣人を自分のように愛すること」の具現化を目標に、法人の基本理念に掲げられた行動 

  規範「個別支援の推進」「利用者の人権擁護」「職員の専門性の醸成」「地域社会との連携」 

  を中心テーマとして支援に努めます。 

 ２．「利用者の笑顔」をひとつの評価の基準にし、より良いサービスの提供を目指します。 

３．利用者ひとり一人の可能性、能力、個性が発揮できる支援を行い、そのための職員の専 

  門性の向上を図ります。 

 

2021 年度の事業計画について 

 第 4 期中期計画 1 年目は新型コロナウイルス対策に終始した年でした。2 年目は出来なかっ

た計画を繰り延べして実施するものと、少しずつでも取り組めた計画について第 2 段階へ進む

ものとを整理しました。理念については昨年度に引き続き牧師による理念理解の講座を予定し

ており、より理解を深める取組を行います。可能であれば但馬地区の地域交流の場への参加を

実施したいと考えています。また、販売機会が減ってしまった自主生産品等については、「ひか

りマルシェ」（ミニバザーを名称変更）の活性化として予定していた新門扉設置工事費用に共同

募金受配申請を行いました。それに伴い採択されれば一部を自己資金で、不可であれば全額自

己資金で実施するものとして 2021 年度事業に変更しました。これまでよりも地域の方の参加が

増え、他事業所の参加も促進し交流の場となること、生産品の売り上げアップの両方を目指し

ます。また、生産品のネット販売もようやく登録が出来、製品が完成しましたので今年度は軌

道に乗せて販路を拡げます。 

 職員のワークライフバランスにも力を入れます。休憩室を設定し、休憩時間は一旦気持ちを

リセット出来る環境を整え、より良い支援に備えられるようにします。また充分な休憩時間の

確保も課題となっており、今年度は早期に休憩シフト案を作成し実施します。 

 職員育成面ではコロナ禍で外部研修の機会が少ない中、内部研修の充実を図るため内部研修

用フォーマットを利用し誰でも内部伝達研修に取り組める仕組みづくりを行います。2021 年度

前半はまだまだ感染症対策と関係者感染時の対応マニュアルの整備が必要となりますので、随

時改訂しつつ緊急時に備えます。災害対応としては前年度職員のみで「避難所開設訓練」に取

り組みましたので、今年度は地域の方と共に取り組む形で継続します。 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 生活介護 54 名 知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 就労継続支援 B 型 60 名 知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 就労移行 6 名 知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 就労定着支援 － 知的障害者 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

目指そう！利用者支援の質の向上とワークライフバランスの両立 

   

（1）理念の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

理
念
の
理
解
を
深
め
る 

理事による 

講演 

①有川理事による講演 

 （1 回/年） 

キリスト教精

神の理解 

①竹内牧師による講演 

 （3 回/年） 

神
戸
聖
隷
の

歴
史
を
学
ぶ 

合同施設見学

の実施 

①上半期に参加ができる但馬のイベントを検討して神戸地区の参

加事業所を決定 

②下半期に但馬のイベント参加と事業所見学 

 

（2）人材確保の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

魅
力
あ
る
実
習
の

提
供 職場全体で実

習生を受け入

れる 

①職員向けの実習生の進捗状況に合わせた指導内容等をまとめた

実習指導ツール（実習予定表）の運用 

研
修
の
充
実
と
専
門
性
の
向
上 

内部研修の 

充実 

①外部研修を基に内部研修実施 

（3 回／年） 

②内部研修書式の完成と活用 

（9 月までに完成） 

職員の個性を

生かせる研修

への参加 

①研修リスト作成 

②職員アンケートによる希望する研修への参加 

（全職員対象・1 回／年） 
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（3）QOL の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

生
活
環
境
の
改
善 

快適な生活ス

タイルの維持 

①館内の空調維持管理マニュアルの作成と維持管理の実施 

②手洗い、消毒備品の管理マニュアル作成と維持管理の実施 

工
賃
の
安
定 

オリジナルブ

ランドの確立 

①６センスプロジェクトとの区別化 

②オリジナル製品の開発 

在庫管理シス

テムの構築 

①全製品のバーコード化 

②在庫管理システムの運用 

商品の販路 

拡大 

①ネット販売の実施 

②味噌の販路拡大 

 

（4）経営強化の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

魅
力
あ
る
職
場
つ
く
り 

職員の休憩ス

ペースの設置 

①会議室の一部を職員休憩場所として転用 

（6 月までに実施） 

職員の休憩時

間の確保 

①6 月までに試案作成（45 分+15 分） 

②7 月以降に施行して下半期より実施 

業
務
の
効
率
化 

支援記録ソフ

トの活用と 

業務効率化 

①事故報告書とヒヤリハット報告書の書式の見直しと電子印によ

る回覧方式の導入（9 月） 

②業務日誌のペーパーレス化（5 月） 

パソコンのス

キルアップ 

①業務効率化を図るためにパソコンのスキルアップ講習会を実施

（応用編、エクセル・ワード・パワポ 2 回/年） 

経
営
の
安
定 

コスト意識の

向上 

①光熱水費を対前年度比で 3％削減するためにキャンペーン実施 

（年度内・３％削減） 

経費削減の 

取り組み 

①ペーパーレス化による経費削減の実施 

 （対前年度比 5％削減） 
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（5）地域貢献の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
と
の
交
流
を

深
め
る 

ミニバザーを

通して地域交

流を目指す 

①門扉の工事 

②ひかりマルシェの魅力向上（売り場を整える・参加作業所増） 

③地域交流を目指すためにイベント実施（地域認知度アップ） 

④年に 3 回のアンケートを実施 

防
災
を
通
し
た
地
域
貢
献
の

実
践 防災イベント

の継続 
①防災イベントの実施（11 月） 

福祉避難所の

機能充実 

①防災物品置き場の整理 

②福祉避難所開設訓練の実施（11 月） 

③不足物品の購入 

 

（6）人事・労務・危機管理の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
全
・
安
心
な

環
境
の
構
築 

防災対策の 

充実を図る 

①警察の協力による防犯訓練の実施 

（1 回/年） 

②不審者対策の実施 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
実
践 

残業時間の 

減少への 

取り組み 

①半日土曜開所を活用した効率的な業務の仕方の継続推進 

②支援記録ソフトを活用した業務効率化の推進 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

 施設名 グループホームみなみたもん 

管理者  吉本ひろみ 

           

グループホームみなみたもんの基本方針 

１．基本的人権を尊重した支援を行います。 

２．利用者一人ひとりの「その人らしい暮らし」が実現できるように支援します。 

３．安心で安全な生活が送れる環境づくりを行います。 

４．地域の一員としての役割を担えることを目指し、「障害理解への啓発」に努めます。 

 

2021 年度の事業計画について 

 開設 8 年目を迎え、開所時からご利用の方の身体的な高齢化問題も少しずつ顕著になって 

います。まだまだ日常生活に支障があるほどではないにしろ、以前はそれほど問題がなかった

ことについて配慮が必要になっています。また障害特性から他のご利用者への拘りが徐々にエ

スカレートし、世話人が対応に苦慮する場面も増えています。個々のケースについては世話人

会議で出来る限り事例を共有し対応方法を統一するように努めていますが、日々一緒に勤務す

ることがない世話人同士のコミュニケーションの困難さも感じます。運営面の課題もあります

が、リーダーとなるべき専門性高い職員の育成もしくは配置が今後の課題です。 

 これまでどうしても外部研修に参加しにくい（夜勤シフトの関係）世話人ですが、オンライ

ン研修の機会も増え比較的短時間で受講できることから、今年度は支援に関する研修に参加し、 

専門性を高めることを目標とします。 

 

 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第２種社会福祉事業） 共同生活援助 ５名 知的障害者 
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２．2021 年度の主な計画と推進策 

（１）総合的な課題・対策 

区分 課 題 具 体 策 

QOL 

利用者が安心できる環境の提

供 

① 入居者の後見人・保佐人との良好な関係を維持

し、本人の意思と権利を尊重した支援を実施 

② 利用者の居室や共用部分においてプライバシー

に配慮した住みやすい住環境を提供 

③ 個々のマニュアルを基に、統一した支援の実施 

健康管理 
① 糖尿病・高血圧など持病の状態を把握し、主治

医と連携して増悪の防止 

地域との連携 
① 地域の一員として自治会行事へ積極的な参加 

② 自治会へ役員として参加 

防災対策 

① 消防設備を使用しての避難訓練・通報訓練の 

実施（年 2 回） 

② 災害時を想定した防災訓練の実施（年 1 回） 

財
務 

 
 

利用率の安定維持 

① 週末の余暇支援や体調不良時の日中支援など入

居者が安心して生活できる環境の維持 

② 定期的な帰省を維持し、経営の安定と生活のリ

ズムを確立 

堅実なバックアップ施設 

① 緊急時等の神戸光生園による速やか且つ臨機応

変な対応 

② 安定的な支援体制の確立（支援員の育成） 

積立金の計上 ① 将来に備え可能な限り修繕積立金を計上 

人
材
育
成 

キリスト教理念の浸透 

① 基本理念におけるキリスト教精神の理解 

② 神戸聖隷ハンドブック・接遇ハンドブックの活

用 

専門性の向上 ① 世話人・生活支援員の研修実施 

虐待防止・人権擁護の取組み 

① 全員参加の内部研修を１回実施（バックアップ

施設にて実施） 

② 関係機関等実施の外部研修に参加 

③ 月 1 回定例の世話人会議を実施、支援方法や利

用者対応についての相談を実施 

④ 年 2 回の虐待防止セルフチェックの実施 
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2021 年度事業計画 
 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 
  施設名 グループホームふくだ 

管理者  吉本ひろみ 
グループホームふくだの基本方針 
 1．利用者が自分の意思で暮らすことができ、基本的人権が守られる支援を行います 
 2．利用者がお互いを尊重し、助け合って生活できるような毎日を目指します 
 3．１人ひとりの個性を認め、プライバシーを重視した生活を提供します 
 4．地域の中で、社会の一員として「ふつうの暮らしを楽しむ」事を支える支援をします 
 
2021 年度の事業計画について 
 開設 5 年目を迎えるグループホームふくだでは、利用者の皆さんの生活はすっかりリズムが 
出来ており利用率も安定し運営面では問題ありません。職員間のコミュニケーションをどのよ

うに円滑にするかが大きな課題となっています。サービス管理責任者がほぼ常駐しているとは

いえ、細かな支援方法の捉え方などが大きな問題となることがあります。多くの支援者がいる

事で個々の責任感が希薄になる傾向があり、支援員と管理者のコミュニケーションの機会をも

う少し作る必要を感じています。また、利用者のご家族の高齢化が進んでおり、成年後見制度

をまだご利用になっていない方に、出来る限りご利用を勧めていきます。 
 
 
1．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 共同生活援助 10 名 知的障害者 
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2．2021 年度の主な計画と推進策 

（１）総合的な課題・対策 

区分 課 題 具 体 策 

ＱＯＬ  

利用者が安心できる環境の提供 

 

① 成年後見制度の活用を奨励 

② 家族や後見人との良好な関係の維持 

③ 利用者にとって居心地の良い住空間の提供とプ

ライバシーの尊重 

マニュアルの整備 

① 業務マニュアルと利用者の個別支援マニュアル

の定期的な更新。 

② 個々のマニュアルを基に統一した支援の実施 

地域との連携 

① 地域自治会に加入、ゴミ収集箇所の清掃等地域の

活動に参加 

② 地域行事（夏祭り）などへの積極的な参加 

防災対策 
① 年２回の避難訓練の実施 

② 年 1 回の防災訓練の実施 

財
務 

 
 

利用率の安定維持 ①  週７日のサービス提供と、利用率９０％維持 

バックアップ機能の体制整備 
① コーディネーター（サービス管理責任者）配置に

よるバックアップセンター機能の検討 

積立金の計上 ① 将来に備え可能な限りの積立金の計上 

人
材
育
成 

基本理念の浸透 
① キリスト教精神に基づく基本理念の理解 

② 神戸聖隷ハンドブック・接遇ハンドブックの活用 

専門性の向上 
① 世話人・生活支援員に専門研修の実施（職員会議

等の活用） 

虐待防止・人権擁護の取組み 

① 全員参加の内部研修を１回実施（バックアップ施

設による） 

② 支援員・世話人の専門性向上の為の研修実施 

③ サービス管理責任者、管理者による月１回の支援

会議の実施、支援方法や利用者対応についてのサ

ポート 

④ 年２回の虐待防止セルフチェックの実施 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸明生園 

施設長 山本 隆志 

 

神戸明生園の基本方針 

 １．一人ひとりが神様に生かされている存在であることを深く思い、愛の眼差しをもって利

用者支援にあたります。  

 ２．利用者の心に寄り添い、「感動」を生み出すサービス提供に努めます。 

 ３．日常のなかに「新たな発見」を感じる敏感さと一歩先に踏み出すプロアクティブな気持

ちをもって仕事に取り組みます。 

 ４．「あたりまえの暮らし」と「その人らしい暮らし」の実現を目指します。  

 

2021 年度の事業計画について 

 神戸明生園では、ご利用者、ご家族、職員の安全・安心のために、今年度も計画を進めてい

きます。 

 高齢・重度化が進む施設入居者が、少しでも安心して日々の生活を送ることができるように、

寮再編成の案作成を進めます。図らずも、コロナ禍で取り組んだユニットケアの実施結果を踏

まえつつ、限られたスペースをご利用者の状況に合わせて適切に活用を行えるように、職員の

知恵を出し合っていきます。 

 私たちの想像よりも長引いているコロナ禍において、不安を抱えながら日常業務にあたって

下さる職員への感謝と、ご利用者支援の継続の大切さを確認するために、法人基本理念に関す

る研修を継続して実施していきます。 

 一般的な業務に関わる研修については、オンライン研修システムの活用と、研修動画を元に

した小グループでの研修を行います。 

 感染症対策を行いつつ、各項目内容を適切に実施していきます。 

  

 

 

 

 

 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 生活介護 80 名 知的障害者 

障害者支援施設事業 （第 1 種社会福祉事業） 施設入所支援 70 名 知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 1 種社会福祉事業） 短期入所 10 名 知的障害者 

 

 

 

- 90 -



２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

ご利用者、ご家族、職員が安心して過ごせる環境（人・物・経営）の実現を目指します。 

  

（１）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

基
本
理
念
の
実
践

と
継
承 

基本理念研修を

開催し、日常支

援を理念の視点

で振り返りを行

う 

① 基本理念研修の開催（年２回） 

② 平和を求める祈りの唱和（コロナ禍のため、黙読）（週１回） 

神
戸
聖
隷
の
歴
史

を
学
ぶ 歴史資料館に関

する研修の実施 

① 歴史資料館の見学に相当する内容の研修を実施（年１回） 

   法人 DVD の視聴、神戸明生園の建設の経緯を学ぶ 

 

（２）人材確保育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

施
設
内
マ

ニ
ュ
ア
ル

の
更
新 

施設内の各種マ

ニュアルの更新 

① 各種マニュアルの作成・更新 

施
設
内
研
修
体
系

の
更
新 研修内容の更新

と研修の実施 

① 施設内研修の実施（年７回） 

   小グループ研修の実施 

  感染症研修の実施 

  オンライン研修の継続 

職
員
の
雇

用
継
続
・

育
成 エルダー制の確

立 

① エルダー制に使用する習熟度チェック表の活用 

人
材
確
保
へ
の
動
き 

各種学校より実

習生の積極的な

受け入れの実施 

① 実習生の受け入れ基準の提示を行い、基準に基づき実地実習

を提供する 

職員寮の検討 

① 借上げ実施（５室） 

  下半期開設を計画 
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（３）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

高
齢
重
度
化
へ
の
対
応 

定員 60 名への

変更 

① 定員 60 名への変更（下半期当初） 

生活スペースの

再整理 

① 委員会開催（年 6 回） 

寮再編成へ向け案の作成 

標
準
化
さ
れ
た
支

援
の
提
供 

支援提供の基準

作成 

① 提供している支援内容の整理（基準整理） 

 

マニュアル内容

の更新 

① 各種マニュアル作成・更新（人材確保育成と同一） 

虐
待
防
止
・
接
遇
改
善 

チェックリスト

の継続的実施 

① 継続実施（3 か月毎） 

接遇研修の実施 
① 研修開催（年 2 回） 

オンラインを活用し実施 

スローガンポス

ターの掲示と更

新 

① スローガン掲示と更新（3 か月毎） 

 

 

（４）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

計
画
的
な
積
立
金
実
施 

積立金の継続実

施 

① 積立金の計上 

 

短期入所の提供

継続 

① 短期入所の提供を継続（50％） 

感染症への配慮の元実施 

建
物
設
備
の
維
持
管
理 

計画的修繕の実

施 

① 新館ボイラー更新・キュービクル内部品交換、高圧ケーブル

交換の実施（再見積もりを行い、内容精査） 
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（５）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

事
業
継
続
計
画

の
確
立 災害時 BCP の作

成 

① 感染症蔓延時の BCP 作成（9 月） 

災
害
時
対
応
力
の
強
化 

備蓄品の強化 

① 不足備蓄品の購入（10 月） 

  ポータブル発電機のオーバーホール 

福祉避難所運営

マニュアル策定 

① 感染症蔓延下でのマニュアル案に変更（9 月） 

 

 

 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確

保 

業務省力化の実

施 

① IOT の導入完了（8 月） 

パートタイムワ

ーカーの充足 

① 食事支援時のパートタイムワーカーの充実 

 

（６）地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

し
あ
わ
せ
の
村
医
療
福
祉
部
会

と
の
連
携
強
化 医療福祉部会へ

の参加 

① 参加情報共有（年 4 回） 

医療福祉部会内の研修参加 

しあわせの村祭り将来検討委員会への職員派遣含む 
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２０２１年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団       

施設名 ケアホームきたすま 

 管理者 山本 隆志 

 

ケアホームの基本方針 

１．一人ひとりが神様に生かされている存在であることを深く思い、愛の眼差しをもって利用

者支援にあたります。 

２．利用者の心に寄り添い、「感動」を生み出すサービス提供に努めます。 

３．日常のなかに「新たな発見」を感じる敏感さと一歩先に踏み出すプロアクティブな気持ち

をもって仕事に取り組みます。 

４．利用者が地域の主体であることをともに感じることができる支援を目指します。 

 

 

2021 年度の事業計画について 

 少人数での静かな地域生活を行っている「きたすま」では、大きな変化なく生活が継続でき

るように支援を続けています。感染症への配慮を行いつつではありますが、いつも通りの生活

を行えるように、安定した支援の提供を目指しています。 

 高齢になった入居者の生活が可能な限り継続できるように一部の設備改修を続けていきます。 

 外出などの活動が制限されている状況のため、取り組める内容に限りがありますがバックア

ップ施設との連携で活動提供を行っていきます。 

 昨年度整備された通信環境を活用して、オンラインでの研修実施、研修動画の視聴を進めて

いき、新たな情報等の習得にも務めていきます。 

 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第２種社会福祉事業） 共同生活介護 ５名 知的障害者 

 

 

２．2021 年度の主な計画と推進策 

（１）総合的な課題・対策 

区

分 
課 題 具 体 策 

Ｑ
Ｏ
Ｌ 

高齢・重度化への対応 

① バックアップ施設との連絡を密に実施 

② 業務内容を整理 

③ ホーム内茶話会の実施（年 1 回） 

利用者の安全の確保 
① 火災訓練の継続 

② 体調不良時のバックアップ施設活用 

地域生活の定着 

① 近隣との良好な関係維持のため、地域清掃への

継続的な参加を行う 

② 移動支援等外部サービス利用の継続 

財
務 

 

予算に沿った収入の確保 ① 利用率の安定 

設備改修・永続的運営に向け

て 
① 積立金の継続的な実施 
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人
材
育
成 

専門性の向上 

 

① オンライン研修の提供 

② 虐待防止の徹底（防止研修及び 3 か月に 1 回

のチェックリストの実施継続） 

③ 個別支援計画内容の充実 

④ バックアップ体制の強化 

  神戸明生園及び、聖隷総合相談センターとの

連携強化を継続 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

神戸市立ワークセンターひょうご

し ご と サ ポ ー ト 中 部 

神戸障害者就業・生活支援センター 

障害者雇用就業・定着拡大推進事業 

    所長 森﨑 康文 

 

センターの基本方針 

１．法人の基本理念のもとに、標記の４事業を一体的・有機的に運営する。 

２．障害者が「１人でも多く、１日でも長く」一般就労できるよう支援する。 

３．個々の訓練生・相談者に適した就職支援・定着支援を継続的に進める。 

４．関係機関との連携の強化に努め、障害者の一般就労の伸展を目指す。 

５．神戸地域における障害者就労支援の中核施設として、その専門性の向上を図る。 

 

2021 年度の事業計画について 

 第 4 期中期計画の 2 年目となる今年度も、新型コロナウイルス対策を講じながら、引き続き 

就労支援を通して利用者の地域生活を支えるとともに職員が就労支援のエキスパートとして働 

ける職場づくりに努めていきます。 

まず、共通の重点実施項目中で主なものとして人材育成と地域貢献の視点について述べます。 

人材育成の視点では、内部研修の充実とオンラインを含めた法人内外の研修を活用することに

より、職員の育成と専門性の向上を目指して行きます。また、学んできた内容を他の職員に伝

達する機会を設けるなど組織全体としてのスキルアップも引き続き目指します。 

次に、地域貢献の視点では、第 4 期計画の 1 年目は新型コロナの影響により継続実施できな 

かった地域交流の再開を目指します。まずは、第 3 期計画で関係構築ができた近隣小学校への

アプロ―チを皮切りに、近隣の他の小中高からの施設見学を積極的に受け入れ、地域に暮らす

若い世代への「福祉学習」に貢献します。 

続いて各事業ですが、ワークセンターひょうごについては、訓練内容の充実を図ります。第

4 期計画 1 年目では、新型コロナの影響により、予定どおり施設見学が実施できませんでした。

2 年目は、残りの施設見学を実施した上で、それら施設の取り組みを参考に、現在の作業訓練

を見直します。具体的には、ワークセンターひょうごの就職先トップ 3 の業種（清掃、物流、

調理補助）に関する基本スキルを身につける訓練を取り入れます。作業訓練以外にも、「ビジネ

ス講座」と称し、身だしなみ、あいさつ、「報連相」などを座学を通して学ぶ機会を設け、社会

人に必要な基礎を学ぶ機会を提供します。また、訓練生が働くイメージを持てるよう、体験実

習の機会の充実に努めます。就職先トップ３である清掃業、物流業、調理補助業務を中心に実

習先を新規開拓し、とりわけ物流と調理補助の実習先が少ない状況を改善します。 

次に、しごとサポート中部をはじめとする就労相談部門については、第 4 期計画 2 年目にお

いても、委託事業という性格を踏まえながら誠実に事業を遂行します。また、引き続き、月 1

回第 3 土曜日の開所を継続しながら、利用者にとって利用しやすい身近な相談機関を目指すと

ともに、社会的にも関心が高まっている生活困窮者への支援などについて関係機関と連携し、

引き続き取り組んで行きます。 
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１．事業概要 

種   別 事   業  名 定 員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業 

（第２種社会福祉事業） 

就労移行支援事業 

－神戸市立ワークセンターひょうご－ 
30 名 知的障害 

公益事業（市委託） 
相談支援事業 

－しごとサポート中部－ 
― 全障害 

公益事業（国委託） 
相談支援事業     （雇用安定） 

－神戸障害者就業・生活支援センター－ 
― 全障害 

地域生活支援事業 

（県委託） 

相談支援事業     （生活支援） 

－神戸障害者就業・生活支援センター－ 

公益事業（県補助事業） 
職場開拓事業 

－障害者雇用就業・定着拡大推進事業－ 
― 全障害 

 

２．第４期中期計画と推進策 

第４期中期計画のビジョン 

就労支援を通して、すべての利用者が、“自分らしさ”を大切に、住み慣れた地域で暮ら 
せるよう努めます。また、職員が仕事に誇りを持ち、いきいきと利用者支援を行える施設 
を目指します。 

 
（1）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

法
人
理
念
の
共
有
を
通
し
た
支
援
力

の
向
上 

【共通】 
法人内部研修へ

の積極的参加 

① 法人内研修への参加（各職位別研修、理念研修など） 

【共通】 
聖隷ハンドブッ

クの活用 

① ハンドブックを活用した職員によるお話 

【共通】 
法人理念の共有 

① 全体職員会議での理念唱和 
② ハンドブック活用 

 

（2）人材育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
の
育
成
と

定
着 

【共通】 
内部研修、外部

研修の効果的な

活用 

① 外部研修参加 
② 内部研修実施 
③ 就業支援アドバイザーの活用 
④ 虐待防止事例検討会の実施（年 2 回） 
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（3）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
定
し
た
就
労
及
び
地
域
生
活
の
支
援 

【ワーク】 
訓練内容の充実 

① 他施設見学 
② 訓練内容検討 
③ 体験実習先開拓 

【共通】 
職場定着支援の

継続 

① 在職者交流会の実施（年 4 回） 
② ドリーム、ほっとロビーの実施 
③ 就労定着支援事業の実施(定着交流会の実施) 

【就労】 
利用者・相談者

の利便性向上 

① 土曜開所継続（月１回開所） 
② 土曜開所回数の見直し 

【就労】 
就労相談支援の

充実 

① 生活困窮者等支援及び地域関係機関支援 

② 現況調査（葉月作戦）の継続（年 1 回） 

【共通】 
支援マニュアル

の整備による円

滑な業務遂行 

① マニュアル作成、運用と見直し 

【共通】 
ワンストップサ

ービス機能の拡

充 

① 生活、発達、就労の一体的な相談支援の現状把握 
② 具体的なケースを通じた支援のあり方の考察 

権
利
擁
護
と
支
援
の
質
の
向
上 

【共通】 
虐待防止セルフ

チェックリスト

の実施 

① チェックリストの実施 

【共通】 
顧客満足度調査

の実施 

① 調査実施と集計 

【共通】 
虐待防止研修 

① 虐待防止研修の実施 
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（4）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

指
定
管
理
者
と

し
て
継
続
更
新

す
る
た
め
の
誠

実
な
事
業
遂
行 

【共通】 
事業内容の充実

と誠実な遂行 

① 関係機関との連携会議の開催 

② 神戸市トライアル実習、訓練雇用の実施 

安
定
的
な
経
営
の
持
続 

【ワーク】 
積極的な営業活

動 

① 見学受入 

② 学校等訪問 

③ ＨＰ更新と内容の充実 

④ 途中入所者の確保（3 名/年） 

【ワーク】 
利用者の出勤率

と職場定着率の

向上 

① 出勤率（在籍数ベース 9 割以上） 

② 定着率（42 月以上 78 月未満 7 割 5 分以上） 

 

（5）地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す 

【共通】 
地域交流の継続 

① 地域交流の継続 

② 地域清掃活動（9 月、12 月） 

【就労】 
地域内の関係機

関の支援力向上 

① 中部ネットワーク会議（年 3 回） 

② 6 者会の開催（年 6 回） 

③ 就業支援基礎研修（年 1 回） 

 

（6）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
し
た
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り 

【共通】 
ワークライフバ

ランスを意識し

た働き方の励行 

① 超過勤務、有給休暇取得の状況確認 

② 職員面談の実施（年 4 回） 

 

- 99 -



2021 年度事業計画 

 
社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームアリエッタ北須磨 
管理者 森﨑 康文 

 
グループホームアリエッタ北須磨の基本方針 
１. 利用者一人ひとりの人権と主体性を尊重した支援を行います。 
２. 利用者が元気に職場等に出かけ、安心して帰って来ることができる“心の拠りどころ”とな

り、「一日でも長く」働き続けられるように支援します。 
３. 地域と連携し、地域に根ざしたホームとなるよう努めます。 
 
2021 年度の事業計画について 
 2020 年 1 月に就労障害者を対象としたワンルーム型グループホームとして開設し、2 年目を

迎えます。今年度も、利用者のプライベートな時間を大切にしながら、必要に応じて職場や生

活面での困りごとに対応することで、障害のある一人ひとりの職業生活をサポートしていきま

す。 
 まず、コロナ禍においては、引き続き食事の個室対応などの感染対策を講じながら、利用者

の健康の確保に努めます。また、昨年度コロナ対応により取り組みが不十分であった「1 週間

のスケジュールの確立と障害特性に配慮したスケジュール提示」を行い、グループホームでの

生活をよりいっそう安定したものになるように努めます。また、昨年度と同様、利用者の年齢

や潜在能力を踏まえながら、生活力（洗濯、掃除、食器洗いなど）の向上に向けた取り組みを

継続します。将来的には、1 人でも多くの方が一人暮らしなど次のステップにつなげていきた

いと思います。 
また、スタッフミーティングの機会を設け、職員間の意思疎通をより円滑に図るとともに、

内部研修等の実施により、統一した質の高い支援の提供も目指します。 
最後に、コロナ禍ではありますが、友が丘及び多井畑地区の地域行事に可能な限り参加し、

アリエッタ北須磨が地域の一員として認知してもらえるように努めます。 
 
 
1.事業概要 

種別 事業名 定員 主たる対象者 
障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 共同生活援助 10 名 知的障害 

 
 
２．第４期中期計画と推進策 

第４期中期計画のビジョン 

就労支援（と生活支援）を通して、すべての利用者が、“自分らしさ”を大切に、住み慣

れた地域で暮らせるよう努めます。また、職員が仕事に誇りを持ち、いきいきと利用者支

援を行える施設を目指します。 
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（1）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

法
人
理
念
の
共
有
を
通
し
た

支
援
力
の
向
上 

法人内部研修への積極

的参加 

① 法人内研修への参加（各職位別研修、理念研修な

ど） 

聖隷ハンドブックの活

用 

① ハンドブックを活用した職員によるお話 

法人理念の共有 
① 職員会議での理念唱和 
② ハンドブック活用 

 

（2）人材育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
の
育
成
と

定
着 研修の効果的な活用 

① 内部研修への参加 
② 外部研修への参加 

権利擁護の推進 
① 虐待防止研修等への参加 
② 虐待チェックリスト（セルフチェック）の実施 

 

（3）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

利
用
者
の
生
活
の
安
定 

マニュアルの整備 
① 基本的な生活支援のマニュアル 

② 個別のスケジュール作成 

健康管理 
① 医療機関との連携による適切な健康管理 

防災対策 

① 消防設備点検（年 2 回） 

② 避難訓練等の実施 

（4）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
定
的
な
経
営
の
持
続 

収支の改善 

① 稼働率の把握 

② 宿泊回数が少ない利用者への利用勧奨 

堅実なバックアップ

体制構築 

① 緊急時等のワークセンターひょうごによる速や

かな対応とフォロー 
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（5）地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
と
の

つ
な
が
り

を
つ
く
る 

地域との連携 

① 地域でのイベント等への参加・協力 

 

（6）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
重
視
し
た
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り 

ワークライフバラン

スを意識した働き方

の励行 

① 超過勤務、有給休暇取得の状況確認 

② 職員面談の実施（年 2 回以上） 
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2021 年度事業計画 

  

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

ひょうご障害者相談支援センター 

神戸市障害者基幹相談支援センター 

神 戸 市 発 達 障 害 者 中 部 相 談 窓 口 

                                                           所長 森﨑 康文 

 

センターの基本方針 

【ひょうご障害者相談支援センター】 

１．障害のある方（以下、「相談者」という）の意思と人権を尊重した上で、相談者やその家族

等からの相談に誠実に対応し、相談者が住み慣れた場所で暮らせるよう、関係機関と連携

しながら、公正・中立な相談支援を行います。 

２．困難ケースへの対応や、タイムリーな相談支援を行えるように、職員一人ひとりが専門性

を高めるとともに“組織による支援”を行います。 

３．障害の有無に関わらず、住み慣れた場所で安心して暮らすことができるよう、関係機関と

の協働のもと、区自立支援協議会事務局として協議会の活発な運営を担います。 

４. 兵庫区障害者地域生活支援拠点として「見守り支援事業」の委託を受け、障害者の見守り

を各関係機関と連携しながら行い、相談支援機能と地域社会資源の連携体制の構築に取り

組みます。 

 

【神戸市障害者基幹相談支援センター】 

１．市内の特定相談支援事業者の統括および、区自立支援協議会と市自立支援協議会・神戸市

施策推進協議会の連携に向けた後方支援等を行うことにより、神戸市の相談支援体制の強

化に貢献します。 

２．兵庫県下の各圏域との協働を通して、人材育成を含めた神戸市の相談支援体制の拡充と新

カリキュラム基づいた初任者研修、現任者研修、新たに主任相談支援専門員研修を実施し

ます。 

 

【神戸市発達障害者中部相談窓口】 

１．発達障害のある方（以下、「相談者」という。）の意思と人権を尊重した上で、相談者やそ

の家族等からの相談に誠実に対応し、相談者が自立した地域生活と社会参加ができるよう、

関係機関と連携しながら、公正・中立な相談支援を提供します。 

２．困難ケースへの対応や、タイムリーな相談支援を行えるように、職員一人ひとりが専門性

を高めるとともに“組織による支援”を行います。 
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2021 年度の事業計画について 

今年度から 5 年間神戸市の委託契約を更新し、引き続き指定管理業務の継続を行い相談者が

安心して地域で暮らせるよう支援してまいります。また、地域の方や障害当事者の方にセンタ

ーの役割が明確になるよう「ひょうご障害者相談支援センター」と名称を変更し、引き続き各

区に 1 か所設置された地域生活支援拠点として相談支援機能と緊急時の短期入所等の活用、地

域社会資源の連携体制の構築等にも、職員一丸となって取り組んで行きます。 

障害者相談支援センター、基幹相談支援センター、発達障害者中部相談窓口の共通の方針で

すが、引き続きワンストップサービスの強化・定着を掲げています。“生活から就労、発達に至

るまで”の相談支援を「同一法人が一体的に」提供することが、利用者にとっての安心感と利

便性向上につながり、サービスの質の向上につながります。災害時の要援護者支援を担う等具

体的な業務についても関係機関と連携しながら確立を目指します。 

最初に障害者相談支援センターは、今年度も「ほっとかへんネット兵庫」への参画と地域に

おけるニーズ把握を掲げています。また、地域ニーズの把握については、区自立支援協議会の

部会活動を通し事務局としての役割を担います。調査業務は区との連携を密に行いながら、一

般相談支援、計画相談支援も引き続き行っていきます。 

  次に、基幹相談支援センターでは、特定相談支援事業者連絡会の充実を掲げています。市内

の特定相談支援事業所の質の向上のため「特定相談支援事業者連絡会及び研修会」を開催しス

キルアップと事業所間の連携強化を図ります。今年度は新たに初任者研修修了者を対象にファ

ーストレベル研修を企画し、相談支援専門員のフォローアップにも力を入れていきます。また、

初任者研修の企画構成員のリーダーとしてメンバーを牽引し、引き続き、兵庫県下の圏域コー

ディネーターとも協力しながら、相談支援体系の確立に貢献します。 

 最後に、発達障害者中部相談窓口では、昨年度から地域活動支援センターとの連携を図り、

定期的にケースの困りごとを共有し、顔の見える関係が築けるよう働きかけています。また「ひ

きこもり支援室」との連携や、発達障害の理解と啓発活動として「おいでやすカーニバル」で、

相談ブースを設け地域の方にも発達障害者への理解を深めていけるよう取り組んでいきます。 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

地域生活支援事業 

（ひょうご障害者相談支援センター） 

委託(神戸市) 

相談支援事業 
― 全障害 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 

（ひょうご障害者相談支援センター） 

指定（特定・一

般・障害児）相談

支援事業 

― 全障害 

地域生活支援事業 

(神戸市障害者基幹相談支援センター) 

委託（神戸市） 

相談支援事業 
― 全障害 

地域生活支援事業 

(神戸市発達障害者中部相談窓口) 

委託（神戸市） 

相談支援事業 
― 発達障害者 

地域生活支援事業 

(兵庫区障害者地域生活支援拠点) 

委託（神戸市） 

相談支援事業 
― 全障害 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

障害のある方が安心して地域生活を続けていけるような身近な相談機関としての役割

を担います。 

   

（1）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

法
人
理
念
の
浸
透 

神戸聖隷ハン

ドブックの活

用 

① 職員会議時にハンドブックを用いたお話しを各職員がする 

（月/1 回） 

法人基本理念

の唱和 

① 職員会議時に法人基本理念を黙読（2 か月/1 回） 

 

法人理念研修

への参加 

① 法人理念研修への積極的な参加（適時） 

 

（2）人材育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
の
育
成
と
定
着 

多様な相談に

応じることが

できる職員を

育成できるよ

う育成プログ

ラムの活用 

① 機能強化員（副主任）によるスーパーバイズの定例実施 

（年/3 回） 

② 定期ヒアリングを事業責任者が実施し、各職員のメンタルヘル

スケア、職場定着を目指す（年/2 回） 

内部研修、外部

研修の効果的

な活用 

① 内部研修の実施（年/2 回） 

② 外部研修の参加（適時） 

相
談
支
援
専
門
員
の
質
の
向
上
に
貢
献
す

る 

相談支援専門

員の育成、資質

の向上 

① 初任者研修修了者に対し、ファーストレベル研修を実施 

② 市内特定相談支援事業者連絡会及び研修会を実施（年/3 回） 

③ 相談支援センターの階層別会議に出席 

初任者研修の

企画、運営 

圏域コーディ

ネーターとの

連携強化 

① 初任者研修の企画構成委員のリーダーを担う 

② 圏域コーディネーター連絡会に出席し、兵庫県下の相談支援体

系の連携と強化 
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（3）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

相
談
支
援
の
専
門
性
の
向
上 

ケース検討を

定期的に実施

し職員のスキ

ルアップを目

指す 

① 区役所での打ち合わせ時にケースの共有と課題整理（月/1 回） 

② 職員会議時にケース検討（月/1 回） 

③ 朝礼時のケース共有、報告（毎日） 

発達障害者相

談窓口と地域

活動支援セン

ターとの連携

を図る 

① 対象区（兵庫、長田、須磨、中央）の地域活動支援センターを

訪問、電話連絡等を通してケース検討（月/3 回） 

 

ワンストップ

サービス機能

の定着 

① 全体職員会議で生活、発達、就労の一体的な相談体制の調査、

現状把握 

権
利
擁
護
、
相
談
支
援
の
質
の

向
上 

虐待防止セル

フチェックリ

ストの実施 

① 年 2 回（上半期、下半期）に全職員対象に実施 

顧客満足度調

査の実施 

① 計画相談者、発達相談継続ケースの対象に実施（年/1 回） 

虐待防止研修

の実施 

① 全職員を対象に事業所内又は神戸市主催の研修会に参加 

（年/1 回） 

 

（4）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

指
定
管
理
及
び
委
託

業
務
の
継
続 

委託業務の遂

行 

① 自立支援協議会の事務局としての役割（地域生活） 

② 地域生活支援拠点として「見守り支援事業」（地域生活） 

③ 地域の相談支援体制の強化（基幹） 

④ 相談窓口機能（発達） 

調
査
業
務
、
計
画
相
談
、
一
般
相

談
支
援
の
取
り
組
み 

委託業務の実

施 

① 区からの依頼の調査業務（勘案、区分、訪問入浴、移動支援） 

事業所加算の

取得、維持 

① 事業所加算（指定研修終了職員を配置）を取得、初任者研修、

現任者研修を受講し加算を維持 

計画相談支援、

一般相談支援

の取り組み 

① 計画相談 26 件、地域定着支援 2 件、必要なケースに適時対応 
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（5）地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
課
題
の
理
解
を
深
め
る 

自立支援協議

会の運営、地域

ニーズの把握 

① 事務局として 4 つの部会（防災、事業所、活性化、相談）、2 つ

のプロジェクト（ハートンマルシェ、のりあい）、総会、運営

委員会の開催 

身体知的相談

員連絡会の開

催 

① 地域課題の抽出（年/3 回） 

公
益
的
な
取
り
組
み 

ほっとかへん

ネット兵庫へ

の参画 

① 実務者会への参加、関係機関との連携強化 

「おいでやす

カーニバル」で

発達障害者の

支援に関わる

相談ブースの

設置 

① アウトリーチの一環として地域交流イベントに参加し、発達障

害者中部相談窓口のアピールと啓発(年/1 回) 

基幹福祉避難

所開設訓練の

実施 

① 災害時要援護者支援として関係各所と訓練を実施（年/1 回） 

 

（6）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進 

有給休暇の取

得 

① 有給休暇の取得推進（前年度比 5％増） 

超過勤務の軽

減 

① 各職員の超過勤務時間を月/10 時間以内 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ひょうごデイサービスセンター 

施設長 大嶋 信幸 

 

ひょうごデイサービスセンターの基本方針 

１．利用者に重い障がいがあっても、利用者を支える家族も含めて、地域社会で『普通に生

きる』ことができるよう、『笑顔と真心』で支援する。 

２．利用者の『人権を尊重』し、『喜びと感動』を生み出すサービス提供に努める。 

３．利用者と家族の悩みや課題をしっかりと受け止め、個別支援計画に基づき、『専門性とチ

ームワーク』による『質の高い思いやりのあるサービス』を提供し、『地域社会に貢献』

する。 

４．今までの手段や方法にこだわらず、人の持つ『知恵と無限の可能性』を信じ、『絶えず前

進』することに努める。 

 

2021 年度の事業計画について 

第 4 期中期計画 1 年目にあたる前年度は、全職員がいずれかの実行計画に参加をし、各リー

ダーを中心に一つひとつの計画を確実に推進しました。2 年目を迎えるにあたり、計画の振り

返りを行い、ビジョンの実現に向けてさらに内容を深め、全職員で取り組みを続けていきます。 

長年苦慮していました職員体制については、前年度は支援員 3 名、理学療法士 1 名、夜勤専

任支援員 1 名、そしてこの 4 月から看護師 1 名を採用することができ、ようやく体制が整って

きました。エルダー制度による丁寧な人材育成、装着型介護ロボットの定着による身体的負担

軽減、外部研修やアンケートに基づく内部研修での学びを通して職員の定着を図ります。また、

送迎業務の連携や業務分担の見直しを行うことで職員が働きやすい環境を整備し、ワークライ

フバランスの推進に努めます。 

利用者支援においては、要医療ケア利用者の受け入れが責務となります。まずは「入浴」「送

迎」「機能訓練」「就労支援」「短期入所」等のベースとなるサービスを確実に提供しながら、事

業所全体での協働体制の確立を図り、医務機能の維持・強化に引き続き取り組むことで、利用

者の受け入れ体制を整えます。緊急ショートスティについては、夜勤専任の支援員を増員し、

相談支援事業所との連携を深めながら地域生活支援拠点としての役割を果たします。 

 課題であります収支バランスの健全化については、多岐にわたる事業を展開しているひょう

ごデイサービスセンターの将来を見据えて、今後の方向性を検討していく時期を迎えているよ

うに感じます。今まで担ってきた役割を大切にして前向きに検討しながら、ビジョンに掲げま

した「地域拠点としての役割を果たし、利用者とその家族が安心して地域生活が続けられるよ

うに支援します」の実現に向けて職員全員で取り組んで参ります。 
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１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2種社会福祉事業） 生活介護 
25 名 

身体・知的障害者 

介護保険サービス事業（第 2種社会福祉事業） 共生型通所介護 要介護高齢者・障害者 

障害福祉サービス事業（第 2種社会福祉事業） 就労継続支援Ｂ型 10 名 身体・知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 2種社会福祉事業） 生活介護・重心 20 名 身体・知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 2種社会福祉事業） 短期入所 
6 名 

身体・知的障害者 

地域生活支援事業 日中一時支援 身体・知的障害者 

 

 

２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

・地域生活支援拠点としての役割を果たし、利用者とその家族が安心して地域生活を続け

られるように支援します。 

・職員が安心して働き続けられる事業所を目指します。 

 

(1)理念の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 計画内容 2021 年度計画 

理
念
の
理
解
を
深
め
る 

理念研修の実

施 

外部講師を招 

いた研修 

①外部講師を招いての研修実施(年 2 回) 

職員リードに

よる法人基本

理念、ひょうご

デイサービス

センター基本

方針の唱和 

職員のリード 

により週1回法 

人基本理念、ひ 

ょうごデイサ 

ービスセンタ 

ー基本方針唱 

和 

①法人基本理念とひょうごデイサービスセンター

基本方針を毎週月曜日の朝礼で唱和 

神戸聖隷ハン

ドブックを用

いた分かち合

い 

神戸聖隷ハン 

ドブック輪読 

と分かち合い 

①輪読と意見交換（月 1 回） 

接遇ハンドブ

ックを用いた

勉強会 

接遇ハンドブ 

ックを用いた 

勉強会 

①接遇ハンドブック等を用いた勉強会（年 4 回) 

 

 

 

 

- 109 -



（2）人材確保育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 計画内容 2021 年度計画 

安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り 

職員の知識と

技術の向上 

外部研修への 

参加 

①外部研修参加（年 12 回） 

内部研修の実 

施 

①内部研修（年 4 回） 
②外部研修受講者による報告会 

身体的・精神的

負担の軽減 

エルダー制度 

の確立・運用 

①継続した運用、見直し 
②専門職のエルダーマニュアル作成 

介護福祉機器 

等の運用・検討 

①装着型介護ロボットの計画的運用 
②装着型介護ロボットの運用の見直し 

職員の不安の 

把握、対応策の 

検討、実施 

①職員の不安の把握継続と方法の見直し 

②職員アンケートの結果に基づき対応策検討 

 

（3）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 計画内容 2021 年度計画 

サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
維
持
・
向
上 

マニュアルの

作成・更新と有

効的な活用 

エルダー制度 

と連携したマ 

ニュアルの活 

用 

①マニュアルの活用方法の見直し 

支援の標準化 

を目指したマ 

ニュアルの活 

用、見直し 

①マニュアルの更新 

②マニュアルの活用方法及び更新方法の検討と実

施 

医務機能の維

持・強化 

医務ミーティ 

ングの開催 

①医務ミーティングの定期開催（月 1 回） 

ひょうごデイ 

全体での協働 

体制の確立 

①ひょうごデイサービス全体での医務協働体制の

検討、準備、試行 

利用者支援の

再考 

送迎・入浴等支 

援業務の見直 

し 

①各セクションの業務課題抽出及び見直し 

②ひょうごデイ全体での相互協力体制の検討 
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（4）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 計画内容 2021 年度計画 

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
健
全
化 

日中活動利用

を視野に入れ

たアクシスひ

ょうごの計画

的な受け入れ 

ひょうごデイ、 

他事業所利用 

者の日中利用 

促進とそのた 

めの受け入れ 

調整 

①将来を見据えての短期入所利用を推進 

②計画的な受け入れによる日中活動プラス利用促

進 

利用率安定の

ための待機者

確保 

受け入れ可能 

になった時に 

備えた待機者 

確保、待機者の 

スポット利用 

のお誘い 

①待機者リストの作成 

②関係機関との連携による新規利用者の発掘 

一日の受け入

れ人数増のた

めの事業所内

整備 

受け入れ可能 

人数増のため 

の事業所内整 

備 

①障害特性に合わせた快適な環境の整備 

コスト削減を

含めた収支バ

ランス健全化

の全体での周

知徹底 

コスト削減 

①削減項目の見直し 

②見直した削減項目の現状把握及び着手 

利用者費用負 

担の伴うオプ 

ショナルサー 

ビスの実施 

①オプショナルサービスの項目検討及び立案 

 

（5）地域の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 計画内容 2021 年度計画 

地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と

ニ
ー
ズ
を
把
握 

地域との交流

からニーズを

把握 

交流プログラ 

ムの企画・作 

成・実施 

①地域交流プログラム計画の検討及び実施 

②「トライやる・ウイーク」の受け入れ 
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（6）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 計画内容 2021 年度計画 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み 

業務プロセス

の見直しと構

築 

業務内容の洗 

い出し、業務分 

担の見直し 

①送迎業務の見直し 

②業務分担の見直し 

パソコン共有 

データファイ 

ルの整理 

①データファイルの整理 

②整理方法のルール策定 

ICT 化等による 

環境の整備 

①情報収集 

②導入機器検討、予算化 

有給休暇取得

方法の見直し 

 

有給休暇取得 

状況の把握と 

計画的取得 

①希望有休の調査 

②計画付与での勤務シフト作成 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化 

緊急ショート

ステイ受け入

れ体制の整備 

緊急ショート 

ステイ受け入 

れ体制の整備 

①マニュアルの更新 

②年末年始緊急受け入れ体制の整備 

夜間緊急時の

対応の整備 

通常夜間緊急 

時の対応整備 

①マニュアルの更新 

②緊急時の課題抽出及び対応訓練の実施 

一人夜勤緊急 

時の対応整備 

①マニュアルの更新 

②緊急時の課題抽出及び対応訓練の実施 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人  神戸聖隷福祉事団 

施設名 神戸市立自立センターひょうご

施設長 大森 陽子 

 

神戸市立自立センターひょうごの基本方針 

１．利用者の人権を尊重し、『心の声』に耳を傾け、寄り添い、共に歩みます。  

２．利用者が地域の中でその人らしく暮らすことを支えるため、『福祉のプロ』集団として、

個々の専門性を高め、チームワークによる質の高いサービス提供を目指します。  

３．地域の社会資源として、諸機関・諸団体と連携し、地域福祉の向上に努めます。 

 

2021 年度の事業計画について 

 第 4 期中期計画の 2 年目となる今年度、特に力を入れて取り組んでいくことの一つは、職員

の支援力の向上です。加齢による身体機能の低下等が見られるご利用者も増えてきている中、

基本的・個別的な介護技術を学ぶ機会を持ち、安全な支援を行えるようにします。また、事例

検討会を通じて、ストレングスの視点を持ってご利用者の再アセスメントを行う手法等を学び、

支援の質を高めることで、ご利用者の QOL の向上に繋げていきます。 

次に、ご利用者・ご家族の将来へのイメージを明確にしていく取り組みです。ご利用者・ご

家族ともに年齢を重ね、将来の生活への不安を感じておられる方も多くなっています。これに

ついては、将来を前向きに考えるきっかけとなるような「未来ノート」の様式を作成し、今後

ご家族に活用していただけるよう、準備を進めます。また、ご家族向けの勉強会の開催、情報

共有、意見交換など、将来の生活をイメージする機会を作っていきます。 

そして、職員のリスクマネジメントの意識向上と事故の減少に向けた取り組みにも力を入れ

ていきたいと思います。リスクを予測・回避できる力を高めていくとともに、事故が起こった

後の振り返りをしっかりと行い、再発防止の仕組みを強化していきます。 

施設の大規模改修については、指定管理元である神戸市と協議をしていますが、コスト面等

の事情により、実現にはかなりの時間を要すると思われます。施設でできることとして、満足

度調査でも要望があがっていた和室スペースの改修を行い、ご利用者が安全・快適に過ごせる

空間を作っていきます。 

 昨年度から続く新型コロナウイルス感染症の蔓延により、日々の支援やサービス提供におい

ても、感染防止を最優先に考えることが重要となっています。そういった中で迎える今年度で

すが、「利用者・家族の今日と明日
あ す

を笑顔でぎゅっと包み込める自立センターとなります」とい

うビジョン実現に向けて、私たちにできることを考え、実行していきます。 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 生活介護 

60 名 

知的障害者 

介護保険事業（第 2 種社会福祉事業） 
共生型 

通所介護 
高齢者 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

利用者・家族の今日と明日
あ す

を、笑顔でぎゅっと包み込める自立センターとなります 

  

（１）理念の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

基
本
理
念
に
沿
っ
た
支
援
の
実
施 

基本理念の勉

強会の実施 

①基本理念勉強会の実施（年 4 回：5、8、11、2 月） 

②勉強会ごとに振り返りシートの記入 

③講師との打合せ 

基本理念の各

項目について

のディスカッ

ション 

①基本理念の各項目についてのディスカッションの実施（年 2 回：

9、12 月） 

②内部研修の実施（10 月） 

 

 

神戸聖隷ハン

ドブックの輪

読 

①毎週月曜日に輪読を実施 

 

 

 

（２）人材育成・定着の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

支
援
力
・
専
門
性
を
高
め
合
え
る
職
員
集
団
と
な
る 

自立センター

標準マニュア

ルに沿った支

援の実施 

①マニュアルに沿った支援の実施（移動） 

②基本的・個別的な介護技術の勉強会の開催 

新着職員の育

成と定着 

①エルダー制度の継続 

②エルダー会議の開催（年 4 回） 

③リニューアルした内容での新着職員研修の実施 

 

事例検討会の

開催 

①事例検討会の開催（年 2 回：9、2 月） 

②事例作成、支援経過の報告と共有 

 

外部研修受講

の共有 

①研修受講後、朝礼での研修概要報告（全研修対象） 

②職員会議での研修報告（ピックアップした研修対象） 
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（３）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

利
用
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
た
支
援
の
実
施 

日中活動の充

実（満足感のあ

るサービスを

提供する） 

①現在の活動の実施（レパートリーを増やす） 

 

利用者・家族の

将来のイメー

ジを明確にす

る 

①昨年度に集めた情報の整理 

②昨年度に実施したアンケート結果をご家族と共有 

③成年後見制度についてのご家族向け研修会の開催 

④「未来ノート」の様式の完成 

虐待・不適切ケ

ア評価表に基

づく勉強会の

実施 

①虐待・不適切ケア評価表に基づく勉強会の実施（年 2 回） 

 

 

 

（４）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

安
定
的
な
経
営
へ
の
取
り
組
み 

新規利用者の

獲得 

①新規利用者受け入れ 

②見学・体験実習の積極的な受け入れ 

③特別支援学校、相談支援事業所との連携強化 

④ホームページを通じた空き情報等の情報発信 

祝日も含めた

魅力ある活動

の提供 

①年間プログラムの策定と実施 

ハ
ー
ド
面
の
整
備 

大規模改修に

向けた神戸市

へのアプロー

チ 

①神戸市との協議 

②和室の改修の実施 

 

・活動スペース

の見直し・整備 

・施設内美化活

動 

①活動スペースの見直し・整備 

②施設内美化活動の実施（年 4 回） 
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（５）地域の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
交
流
行
事
の
継
続 

よつば寄席の

開催 

①よつば寄席の開催（年 1 回:7 月） 

②感染対策を徹底した開催 

③寄席と共に行うイベントの検討 

地域清掃の実

施 

①月 1 回の地域清掃の実施 

②ポスター掲示 

③施設名等の印字入りビブス着用での清掃 

 

（６）人事・労務・危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
の
両
立 

有給休暇の取

得促進計画の

策定 

①有給休暇取得促進計画の策定・実施 

業務改善の取

り組み 

①業務改善の取り組み 

ワークライフ

バランスの取

り組み 

①ワークライフバランスが実現できる職場風土づくり 

リ
ス
ク
管
理
意
識
の
向
上 

事故・ヒヤリハ

ットの検証と

再発防止シス

テムの確立 

①事故・ヒヤリハットの再発防止システムの確立 

リスクマネジ

メントの意識

向上 

①リスクマネジメントを意識した支援の実施 

②リスク管理に対する意識度確認表の作成 

③リスクマネジメント研修の開催 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ワークセンターわかまつ 

                              施設長 木南 仁 

 

ワークセンターわかまつの基本方針 

１. 法人の基本理念に基づき、利用者のニーズに即した支援を行います。 

２．個別支援計画に基づき、人権を尊重し支援を行います。 

３．就労継続支援施設として、働く喜び、社会人としての役割などを伝えていきます。 

４．“人間力づくり”“こころづくり”“ものづくり”ができるよう支援します。 

  

2021 年度の事業計画について 

 昨年度は新型コロナウィルスによる影響を大きく受け、「まつぼっくり」は約 1 か月半の間、

休業せざるを得ませんでした。営業再開後も大正筋商店街のイベント等は行われていませんが、

ソーシャルディスタンスを保ちながら「まつぼっくり」(カフェ)の営業を続けています。この

間試行してきたワークセンターわかまつで製造した焼きたてパンの販売日も増やしていきます。

月に 1 回ですが土曜日も営業していきます。そして、アンテナショップの役割として、法人内

の自主生産品等の販売も積極的に行い、公益的取り組みとして「まつぼっくり」を中心に「認

知症カフェ」を開設し、これまで以上に地域の方にご利用していただけるよう展開していきま

す。バザーなど外部での販売ができないことも予想できるため、直接お客様に販売できる機会

を大切にし、注文での販売にも十分にお応えできる様にしていきます。 

一方、下請等の作業の受注も、コロナ禍ということもあり非常に厳しい状態が続いています。

ご利用者一人当たりの作業工賃を何とかこれまでの水準で支給できるよう作業内容の見直し等

の取り組みを行います。 

日中の作業活動を提供するだけでなく、高齢化、障がいの重度化により様々な困難が生じて

いるご利用者、ご家族に対しても総合的に支援を行っていきます。また、ご利用者の意見発信

の場である利用者自治会の取り組みを支援し、利用者満足度調査は継続して実施していきます。 

人材育成として、基本理念が浸透するよう理念研修の実施のほか、日々の聖書朗読や神戸聖

隷ハンドブックの輪読などを継続して行います。また「より良い支援」が実施できるよう内部

研修を実施し、外部研修の受講も勧めていきます。 

ご利用者だけでなく職員が安心・安全に活動できるようマニュアル等の更新や学習会も取り

入れていきます。そして職員がいきいきと働くことができるようワークライフバランスを整え、

ノー残業デイ(水曜日)の継続と有給消化率の向上に努めます。 

 

 

１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 就労継続支援 B 型 40 名 知的障害者 
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２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

・地域にじわっと浸透する。 

・作業内容が充実する。   

 

（１）理念の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

キ
リ
ス
ト
教
福
祉
の

浸
透 

キリスト教福

祉を学ぶ機会

の設定 
(理念理解定着

部会との連動) 

①理念研修の実施 

  講師を理事長に依頼 

  神戸聖隷ハンドブックの輪読 

②理念部会との連動 
キリスト教福祉基礎研修受講、他法人研修への参加 

 

（２）人材確保育成の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

長
期
的
人

材
確
保
の

取
り
組
み 

実習の積極的

受け入れ 

①保育実習、介護等体験実習、福祉体験学習等の積極的受け入れ

（随時） 

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

内部研修の実

施や外部研修

への参加 

①内部研修の実施 

講師に依頼し内部研修の実施 

  事例検討会の実施 

②外部研修への参加 

  市民福祉大学等の受講 

 

（３）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

働
く
喜
び
の
提

供 

安定した作業

支援の提供 

①目標工賃支払額 5,000 千円／年（利用者 39 名） 

  神戸地区施設・事業所への注文販売の継続 

まつぼっくりでのパン販売の日数増の実施 

下請作業内容(企業)の検討、移行 

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

生活ニーズ支

援、社会参加支

援の提供 

①利用者との面談（2 回／年）実施 

  モニタリングの確実な実施。 

再アセスメントの実施。 

利用者・家族の高齢化への対応(取り組み） 

  (勉強会の実施[家族向け・職員向け]） 
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（４）経営強化の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

施
設
老
朽
化

に
伴
う
計
画

的
な
修
繕 

修繕工事の実

施 

①工事内容の検討（費用計算・予算計画） 

作業室の床面の改装工事 

利用者女子更衣室のクロスの張替え 

収
入
増
の

取
り
組
み 

年間営業日と

利用率の管理 

①訓練等給付費の月毎管理、販売等による休日稼働の実施 

気象警報等発令時の対応方法の変更 

利用者自治会の隔月実施、社会活動毎月実施 

 

（５）地域貢献の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
貢
献
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
・
参
加 

大正筋商店街

が企画するイ

ベントに積極

的に参加 

①随時、企画に参加 

大正筋商店街、株式会社くにづか等の企画イベント 

イベントの企

画・開催(部会

との連携) 

①認知症カフェの実施 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用 

ホームページ

の定期更新 

(イベント企画

時の広報活動) 

①ホームページの定期更新 

まつぼっくりの HP の更新(認知症カフェのアピール) 

 

 

 

（６）人事・労務・危機管理の視点  

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

事
故
・
災
害
時

へ
の
対
応
準
備 

大災害発生時

の対応準備 

①新型コロナに対応したマニュアルへの変更 

防犯対策の整

備 

①防犯対策学習会の実施（1 回／年） 

労
務
、
役
割
の
分
散 

有給消化率の

UP(取得率 50％

以下の職員) 

①2020 年度取得日数より 1 日増 (取得率 50％以下の職員) 

 

ノー残業デイ

の週 2 回実施 

①ノー残業デイの週 2 回取得に向けた検討・試行 

業務を行う職員に業務偏りがないか確認し、業務の見直しを実施 
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2021 年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 せいれいやさかだい 

施設長 岩井 誠一 

 

せいれいやさかだいの基本方針 

１．基本的人権を尊重したサービスを提供します。 

 ２．小集団において一人一人が主体性を発揮し自己表現できる集団作りを目指します。 

３．企業内事業所として与えられた仕事に責任を持って取り組み、社会参加の喜びを提供し

ます。 

４．生活介護事業（友が丘事業所）のプログラムのオープン活用と地域に開かれたサービス

提供を目指します。 

５．親なき後の安心、安全な生活実現を目指します。 

 

2021 年度の事業計画について 

 2020 年度は新型コロナウイルスの影響を受け、目標達成に向けた具体的な推進策を行えず、

試行錯誤する 1 年となりました。今年度はコロナ禍での取り組みを想定し、利用者・職員の安

心、安全に配慮を行いつつ第 4 期中期計画に掲げた「生きがい・やりがい・働きがい」の実現

を目指します。 

QOL の視点より、利用者の発言は支援者にとって新しい発見をもたらし、支援を見直す上で

貴重な機会と位置付け、昨年度発足した利用者自治会活動（ぎんが会）について積極的なサポ

ートを行います。活気ある活動となるよう利用者の主体性を発揮できる支援を行って参ります。 

次に企業内事業所としてシミズ・林タオルは、経済状況が厳しい中でも作業提供をいただき

ました。期待に応え、責任を果たしてより一層の生産性向上・品質の向上に努め、信頼関係の

構築を図ります。また、同時に利用者の満足度を高められるよう、作業工賃アップに向けてチ

ャレンジできる様に新たな清掃・他企業からの下請け作業や農福連携について情報収集と実践

に繋げて行きます。友が丘事業所においては高齢化・重度化が進んだ利用者支援の方法につい

て法人内理学療法士や、研修機関を招き学習会を実施し、個々の状態に適した支援の充足を図

ります。 

地域貢献の視点として、北須磨団地自治会・児童館・民生委員と築いてきた関係性を大切に

育み、地域住民との交流機会であるサロン活動・寿喫茶・卓球等を含め、自治会行事へ積極的

に参加し、また清掃活動と挨拶運動を実施して住民の皆さんと地域を盛り上げて参ります。 

引き続き就労継続支援Ｂ型事業所は社会的孤立状態にある方や就労に対する思いをお持ちの

方の受け入れ態勢を作り、各関係機関へ働きかけ、社会参加及び就労に向けた支援を継続して

行います。 

人材確保育成の視点については自閉症スペクトラム障害の研修会（年２回）を企画し、支援

力向上の取り組みを継続します。 

通所される利用者一人ひとりの生活と将来像に寄り添い、尊厳をもって理念の実践に取り組

み、利用者と職員が共に成長する集団を目指します。 
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１．事業概要 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 就労支援継続 B 型 15 名 知的障害者 

障害福祉サービス事業（第 2 種社会福祉事業） 生活介護 25 名 知的障害者 

 

２．第 4 期中期計画と推進策 

第 4 期中期計画のビジョン 

「利用者の生きがい・やりがい・働きがいを叶える支援と居場所づくり」を目指します。 

  

（１）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

キ
リ
ス
ト
教
福
祉
に
触
れ

て
考
え
る
機
会
を
持
つ 

利用者家族の悩みに積極

的な支援を実施 

①利用者及びご家庭の悩みに対し、積極的支援の提供 

②提供状況について見直しと共有 

学習会・施設見学を通し、

キリスト教福祉に触れる

機会を確保 

①法人内事業所見学の実施（臨時職員全員対象） 

②キリスト教基礎研修参加 

③事業所において竹内牧師を講師としたキリスト教講

座の実施（3 回/年） 

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
理

念
・
接
遇
）
の
更
な

る
活
用 唱和・読み合わせに留まら

ず働きを考える学びの実

施 

①理念の唱和（毎月曜日） 

②接遇のしおり、ハンドブックの読み合わせの実施（毎

日朝礼時、職員会議） 

③理念、接遇についての研修実施 

④研修の見直し 

 

（2）人材確保育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

福
祉
専
門
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
（
知
識
・
支
援
力
）

向
上 

職員個々のスキルに応じ

た研修計画立案と自己研

鑽の推進 

（介護技術・就労・地域

生活・資格等） 

①研修計画の立案と調整 

・階級、スキルに応じた研修への参加及び調整 

・研修機会に応じて参加 

②市民福祉大学等の研修案内の情報提供と受講推進 

（通年） 

障害理解と専門的支援の

実践（ABA 研修会等の内

部研修） 

①上野中学教諭の協力のもと障害理解に必要な研修継

続（2 回/年 8 月、12 月） 

②研修内容の見直し 

③研修受講者による情報共有、支援報告の実施 

研修報告会の実施 
①研修受講者による研修内容の報告 

・職員会議にて実施 
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重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
の
課
題
解
決
能
力
の
向
上 

課題解決に向けた定期的

な進捗管理と支援振り返

りの実施 

①一般職以上には効果課題の進捗を含む面接実施。臨

時、パート職は仕事についての聞き取り等実施 

（2 回/年 6 月、12 月） 

②課題に対する支援の振り返りを会議にて実施。（随時） 

事業所間の課題理解と支

援交流 

①3 事業所間の利用者・職員の交流活動の検討と実施 

 （毎月/職員会議） 

②各事業所の課題について報告と検討 

（毎月/職員会議） 

③活動内容の見直し 

支援力に不安を持つ者・

実習生らへのより丁寧な

支援の実施 

①支援員の抱える課題に積極的なアプローチの実施 

（グループミーティング、支援会議、ケア会議：随時） 

②実習生の実習課題に丁寧な支援、働きかけ（随時） 

③アプローチの見直しと情報共有、実施 

 

（3）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

作
業
・
生
活
・
活
動
環
境
の
改
善 

各事業所の利便性の向上 

①改善等の執行状況確認（2 回/年 4 月、9 月） 

・シミズ事業所：生活空間の快適性 

・林タオル事業所：作業効率・衛生面を重視した動線の

確認 

・友が丘事業所：高齢、重度化対策 

②各事業所の改修改善ニーズの収集、試算と検討によ

る提案を実施（状況に応じて） 

社会を意識した活動提供 

①自治会運営内容の見直し（1 回/年） 

②自治会運営方法について利用者、職員間で共有 

③自治会運営を継続的に行う勉強会の実施（1 回/年） 

④定例会の実施（1 回/月） 

⑤生活を送る上で必要となるマナー勉強会の実施、見

直し（2 回/年） 

高
工
賃
獲
得
を
目
指
す
新

た
な
取
り
組
み
の
検
討 

事業所外ワーク（作業）の

確保 

①作業の確保（通年） 

②農家支援の定着（1 回/年 6 月） 

③事業所近隣農家訪問（通年） 

④事業所近隣企業訪問（通年） 

⑤農福連携を行っている事業所見学、及び関係者から

の情報収集（随時） 
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重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

８
０
５
０
へ
の
対
応 

独居者・高齢化家族の成年

後見制度活用希望者への

支援 

①制度利用、及び活用の促進 

 ・成年後見制度に関する用紙の配付 

（2 回/年 4 月、9 月） 

 ・希望に応じて研修会の実施 

関係機関との支援強化（総

合相談センター、支援セン

ター、福祉事務所等） 

①関係機関と積極的に関りを持ち、利用者の支援状況

把握と支援関係を強化（状況に応じて） 

 ・利用者家族構成の再確認（1 回/年 4 月） 

 ・家族へのアプローチ（2 回/年 8 月、2 月：個別支

援計画時） 

 

（４）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

活
動
拠
点
の
堅
持
と
関
係
づ
く
り 

3 事業所活動拠点の継続 

①3 事業所の関係者（企業、自治会）との関係維持 

②物件情報等収集を継続 

企業、近隣との関係づく

り 

①各事業所における関係企業、自治会関係人物への訪問 

 （1 回/月） 

②行事等への参加 

＜北須磨団地自治会・地域イベント＞ 

5 月：友愛まつり、支え愛・助け愛学習会 

8 月：ふるさと祭り 

10 月：運動会 

12 月：クリスマス会 他 

③関係者からの要望（クレーム含む）に迅速に対応 

企
業
内
事
業
所
内
で

あ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
か

ら
の
脱
却 高額工賃支給による給付

費収入増を目指す 

①外部作業の試験的取り組み繰り返し検討 

 6 月：淡路島玉ねぎ作業 

 9 月：事業所近隣からの受注作業 

②作業実施による収入と工賃配分金額の検証 

 （6 月、10 月、2 月） 

魅
力
あ
る
事
業
所
づ
く
り 

作業及び活動の取り組み

状況を可視化し、利用者

に達成感を提供 

①月々の売り上げを視覚化する 

 ・工賃をグラフ化して作業室に掲示(1 回/月 更新） 

②年間予定と月予定の活動内容を確認 

 ・画像等で内容を保存し、掲示 

事業所の魅力をアピール 

①ミニ広報誌＜友が丘掲示用＞編集と発行（年間 6 回） 

②広報誌の発行＜外部用＞（年間 2 回） 

③Facebook の更新（年間 6 回） 
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（５）地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
行
事
、
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
と
協
力
の
実
施 

地域行事・活動等への参

加・準備・協力を積極的

に取り組む 

(行事、活動、清掃活動含

む) 

①支援者は地域行事へ積極的に参加し、地域との関係性

を構築 

 ・友愛まつり（北須磨）、ふる里まつり（北須磨） 

②地域行事、清掃活動に利用者参加の推進 

 ・寿喫茶（北須磨）、すくすく喫茶（北須磨）、さくら

喫茶（神の谷） 

 ・友が丘交通公園・広場、３事業所周辺、北須磨団地

前バス停（清掃活動） 

地域コミュニティーの活

用と関係構築 

①地域コミュニティー施設の活用を通して関係者との関

係性を向上 

 ・友が丘地域福祉センター 

 ・老人いこいの家 

②新たな活用方法等について提案と情報発信 

地域高齢者の生活支援要

請を活動に反映 

①近隣高齢者のニーズ把握を実施 

 ・民生委員の会合に出席（2 回/年） 

②北須磨地域のウォーキングを兼ねた地域パトロールを

実施 

 ・パトロール用ベストの購入 

 ・活動実施が明確になるようにベストの着用 

関
連
企
業
を
対
象
と
し

た
奉
仕
活
動
の
実
施 

林タオル販売、シミズに

対し除草・掃き掃除など

の奉仕活動を実施し、更

に周辺企業へアピール 

①除草、落ち葉掃き、ゴミ拾い等奉仕活動の提供 

 （状況に応じて奉仕月間を設定） 

②実施内容の見直し 

 

（６）人事労務危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

労
務
環
境
へ
の

配
慮
と
改
善 

日常的な関り（挨拶・労

い）を大切にした関係づ

くりと労務配慮の実践 

①訪問、支援ヘルプ等を通して職員との信頼関係と声掛

けによる関係づくり（随時） 

②労務状態（体調、家族看護、介護等）を早期に把握し、

負担軽減等を実施（随時） 

労
務
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上 

労務状況の改善と効率的

な働き方の提供 

①行事、活動の計画実施を支援し労いと感想を共有（随

時） 

②収入を含めた効率的な働き方の提案（随時） 
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重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

南
海
ト
ラ
フ
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る

災
害
へ
の
対
応
と
備
え 

福祉避難場所としての役

割 

①運用マニュアルの整備 

訓練の実施 

①訓練計画の作成と実施（2 回/年 5 月 10 月） 

②訓練内容の見直し（2 回/年 5 月 10 月） 

備蓄品の確認と補充 

①備蓄品管理リストの作成（6 月） 

②備蓄品のチェックと補充、追加品目の検討（6 月） 

③期限切れ備蓄品の活用方法の検討（7 月） 

④地域貢献推進部会との連携（備蓄品情報の提供） 
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2021年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

  施設名  グループホームのぞみ 

                                                    管理者   岩井 誠一 

 

グループホームのぞみの基本方針 

１．一人ひとりの基本的人権を尊重したサービスを提供します。 

２．利用者の障害特性を理解し「その人らしい暮らし」を共に考え支援します。 

３．一人ひとりが主体性を発揮し、生活の場面で生きがいを感じられるよう支援します。 

４．安心・安全な生活が送れる環境づくりと衛生面の提供を行います。 

５．地域の皆さんとの交流機会を求め、利用者の積極的な関わりと参加に努め地域に開か 

れた関係づくりをめざします。 

 

 グループホームのぞみは、重度の知的障害者が安心・安全・健康的に生活できるよう、ご

利用者一人ひとりにしっかりと寄添い、その人らしい生活の実現を支援します。それにより

ご家族の将来への不安を少しでも和らげることにつながるサービスを提供します。 

 ご利用者の受け入れ前に、ホームの雰囲気作りや職員育成研修を兼ねて、ご本人の日中活

動事業所や自宅訪問してアセスメントを実施、ご家族の思いもお聞きして支援に反映しま

す。 

日々の生活の中で、ご利用者の自立につながる個別計画を実施します。できることによっ

て小さな達成感を感じてもらえるように心掛け、支援が集中する時間には職員配置を分厚

くして、ご利用者に居心地の良い場所となるよう配慮します。 

また、日中活動先・ご家族との連携を密にして、ご本人の気持ちの把握と理解に努めて、

その人らしい個人の生活、仲間との時間が送れるよう工夫します。他関係者や地域の皆様と

の連携や交流機会を構築し、共に考え、関わりながら支援してまいります。 

 

 

１．事業概要 

種別 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業(第 2 種社会福祉事業) 共同生活援助 8 名 知的障害者 
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２．主な計画と推進策  

（1）理念の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

理 

念 

基本理念の浸透 

①基本理念の掲示 

②会議前の理念唱和 

③神戸聖隷ハンドブックの輪読 

 

（2）人材育成の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

職
員
育
成 

専門性の向上 
①スキル獲得のため外部研修へ参加 

②他グループホームとの交流機会を持つ 

事業所内研修の実施 

①開設前の職員育成研修の実施 

②世話人・支援員への内部研修の実施 

③法人内研修への積極的な参加 

④外部研修への参加 

 

（3）QOL の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

QOL 

健康管理 
①毎日の健康状態(体重・血圧)を把握し、必

要に応じ医療機関と連携を図る 

マニュアルの整備 

①業務マニュアルを整備し、引継ぎが容易か

つ効果的に実施できるよう整える 

②本人・ご家族からの支援見直し・変更への

迅速な対応 

③支援会議の実施と支援内容の検証 

余暇の充実 
①生活の場であることを大切にし、一人ひと

りに応じた余暇を提案 

防災対策 

①年 2 回の避難訓練を実施 

②感染症予防の徹底と備えを実施 

③自然災害時に備えた備蓄品の確保 
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（4）経営強化の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

経 

営 

利用率の安定 ①365 日開所し利用率 90％を目指す 

バックアップ施設の体制整備 
①せいれいやさかだいの日中及び夜間緊急時

支援体制を整備 

 

（5）地域貢献の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

地
域
貢
献 

地域の清掃活動への参加 ①年 2 回の地域清掃に参加、グループホーム

の存在をアピール 

地域との連携 
①地域コミュニティーの利用・行事参加を積

極的に行う 

 

（6）人事労務危機管理の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2021 年度計画 

人
事
労
務 

虐待防止・人権擁護の意識を持

った職員育成 

①職員会議を月 1 回実施、支援上の課題・対

応・業務内容について共有 

②セルフチェックの実施 

③成年後見制度の活用促進 
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2021年度　事業計画別表　１（事業目標） ※稼働日数が協定等で定められている事業以外は

　 法定年間稼働日数で利用率を算出しています

単位＝人 単位＝％ 単位＝人

2021年度 2020年度 2021年度 2020年度 2021年度 2020年度

目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込

特養 平生園 60 21,243 21,438 97.0 97.9
〃 さくらの苑 29 10,263 10,448 97.0 98.7
GH わらしべ 18 6,439 6,497 98.0 98.9

入所 恵生園 60 21,446 20,730 97.9 94.7 0 0
〃 真生園 60 21,481 20,739 98.1 94.7 0 0
〃 神戸愛生園 50 17,337 16,714 95.0 91.6 0 1
〃 神戸明生園 70 21,546 22,072 84.3 86.4 1 2
GH グループホームもみの木 5 1,712 1,715 93.8 94.0
〃 グループホームかしの木 7 2,459 2,295 96.2 89.8
〃 グループホームかしの木Ⅱ 5 1,694 1,436 92.8 78.7
〃 めぐみ 6 1,172 0 53.5 0.0
〃 せいれいやまて（4～5月） 7 381 2,123 89.2 83.1 61日 4～5月
〃 せいれいやまて（6～3月） 10 2,618 - 86.1 - 304日 6～3月
〃 たいのはた東（定員5人＋体験1人） 5 1,721 1,612 94.3 88.3
〃 南落合 5 1,602 1,584 87.8 86.8
〃 アリエッタ北須磨 10 2,978 2,894 81.6 79.3
〃 のぞみ 8 2,488 0 85.2 0.0
〃 きたすま 5 1,765 1,755 96.7 96.2
〃 みなみたもん 5 1,641 1,583 89.9 86.7
〃 ふくだ 10 3254 3258 89.2 89.3

単位＝人 単位＝％

2021年度 2020年度 2021年度 2020年度

目標 実績見込 目標 実績見込

高齢 さくらの苑 10 3,467 3,348 95.0 91.7
障害 恵生園 3 336 567 30.7 51.8
〃 真生園 4 210 321 14.4 22.0
〃 神戸愛生園 5 730 460 40.0 25.2
〃 神戸明生園 10 1,853 1,788 50.8 49.0
〃 アクシスひょうご 6 2,313 2,079 105.6 94.9

単位＝人 単位＝％

2021年度 2020年度 2021年度 2020年度

目標 実績見込 目標 実績見込 2021年度 2020年度

通所 さくらの苑 18 4,797 4,954 86.0 88.8 310日 310日
〃 デイセンターひょうご（共生型） 25 717 537 10.7 8.0
〃 神戸市立自立センターひょうご（共生型） 60 101 92 0.6 0.6

生活 恵生園 60 16,333 15,758 101.2 97.6
〃 真生園 60 15,912 15,637 98.6 96.9
〃 神戸愛生園 60 15,289 15,079 94.7 93.4
〃 神戸聖生園 60 14,267 12,944 88.4 74.0
〃 せいれいやさかだい 25 5,882 5,340 87.5 79.4
〃 神戸光生園 54 12,840 12,234 88.4 84.2
〃 神戸明生園 80 19,331 19,623 89.8 91.2
〃 デイセンターひょうご（多機能型） 25 4,741 4,284 70.5 63.7
〃 自立センターひょうご 60 13,114 11,954 81.3 74.1 2021年度 2020年度

〃 トゥモロー 8 1,225 1,182 63.8 61.3 240日 241日
〃 インクルージョンひょうご 20 2,835 2,649 52.7 49.2

日中 真生園 5 12 5 0.7 0.3
〃 神戸明生園 10 14 19 0.4 0.5
〃 アクシスひょうご 6 36 38 1.6 1.7 2021年度 2020年度

児童 すまいる 20 3,195 3,068 69.2 68.2 231日 225日
〃 らみい 10 1,851 1,890 72.0 73.3 257日 258日
〃 エスポワールこじか 10 1,948 2,028 84.0 87.4 232日 232日
〃 めぐみ 10 1,841 0 68.4 0.0

←2020年度定員65

通所介護・生活介護・児童発達・放課後等ﾃﾞｲ
重症心身障害者日中活動支援事業

日中一時支援事業
（日中型事業）

定
員
数

利用率②利用延べ人数

特養・グループホーム・施設入所支援
（入所型事業）

定
員
数

利用率① 地域生活移行

短期入所支援事業
定
員
数

利用率①

利用延べ人数

利用延べ人数

年間稼働日数

市との協定日数

市との協定日数

市との協定日数
市との協定日数

- 129 -



単位＝人

単位＝人 単位＝％ 単位＝人

2021年度 2020年度 2021年度 2020年度 2021年度 2020年度 2021年度 2020年度

目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込

移行 和生園 6 1,547 1,436 95.8 89.0 3 1 24 13
〃 神戸光生園 6 1,009 921 62.5 57.1 2 1 20 30
〃 ワークセンターひょうご 30 3,642 4,697 45.1 58.2 13 14 381 326

相談 しごとサポート中部 ― ― ― ― ― ― ―
〃 神戸障害者就業・生活支援センター ― ― ― ― ― ― ―

単位＝人 単位＝％ 単位＝円 単位＝円

2021年度 2020年度 2021年度 2020年度 2021年度 2020年度 2021年度 2020年度

目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込 目標 実績見込

就B 和生園 34 8,935 8,647 97.7 94.5 112 105 15,000 14,160
〃 せいれいやさかだい 15 3,317 2,790 82.2 69.1 50 42 6,000 5,000
〃 神戸友生園 40 8,439 7,223 78.4 67.1 260 220 11,200 10,192
〃 神戸光生園 30 6,885 6,643 85.3 82.3 126 131 12,650 13,136
〃 デイセンターひょうご 10 2,570 2,819 95.5 104.8 100 115 1,900 2,039
〃 ワークセンターわかまつ 40 8,680 8,739 80.7 81.2 109 114 10,148 10,037

単位＝件

2021年度 2020年度

目標 実績見込

居宅 居宅介護支援事業さくらの苑 1,140 1,160
障害 ぴあほくたん 600 529
〃 発達障害者支援センター・ブランチ 400 400
〃 エスポワールこじか相談支援事業所 213 221
〃 恵生園相談支援事業所 171 196
〃 神戸障害者就業・生活支援センター
〃 しごとサポート中部
〃 ひょうご障害者地域生活支援センター（夜間支援含む） 5,800 6,050
〃 神戸市発達障害者中部相談窓口 1,050 1,005
〃 すま障害者地域生活支援センター 7,200 7,200
〃 神戸聖隷総合相談センター 646 638

単位＝件

2021年度 2020年度

目標 実績見込

障害 あったかプラザ（飲食店） 6,450 4,395
〃 障害者専門職業紹介事業 300 204

単位＝人

医療 真生園診療所
〃 風クリニック
〃 神戸愛生園診療所

2021年度 2020年度
365日 365日
269日 269日

注意： 利用率の計算方法

※年度途中に開所・閉所の場合、上記計算方法を応用
【例】 定員20名の通所事業が1月に開所し、3月までの利用延べ人数が1250人の場合

利用率＝1250人÷（20人×（23日＋22日＋23日))＝91.9％

※ 「実績見込」値は、1月末ではなく、3月末までの見込値で記載すること

法定年間稼働日数

1,068 1,068
1,150 1,110
3,000 3,000

時間給工賃（平均）

7,000
障害者

ケアマネージング

障害者
発達障害者

障害者
8,000

月配分額（平均）

居宅介護支援・相談支援 支援内容・対象
支援件数

就労継続支援B型
（日中型事業）

利用延べ人数定
員
数

利用率②

就労移行支援事業・就労相談
（日中型事業）

定
員
数

利用率②利用延べ人数
就労定着支援
利用延べ人数

法定年間稼働日数

相談・緊急対応

相談

90 85

生活援助・介護予防・職場開拓
件数

項目

相談・緊急対応

①入所型事業及び短期入所事業 利用延べ人数÷（定員数×365日）
②日中型事業 利用延べ人数÷｛定員数×（365日-8日×12ヶ月）｝

就職者数

診療所
診療延べ人数

2021年度 2020年度
目標 実績見込

障害児

来店人数
職場開拓活動

発達障害者

障害者
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2021年度　事業計画別表　２（設備整備計画）

施設名 件数№ 件名 内容概略
整備完了時期

　（予定）
事業金額
（千円）

サービス区分 財源科目 備考（補助金・助成金）
補助助成金
（千円）

真生園 1 天井走行リフト更新（北寮）
天井走行リフトの老朽化及び修理困難機種の
更新

2021年度中 6,292 生活介護 積立資産取崩収入

真生園 2 日中活動機器の整備
日中活動の中で、視覚的な刺激や3Dマッピング
画像によるリラクゼーション効果に期待し、ご利
用者の精神的な安定を図る

2021年度中 1,870 生活介護 積立資産取崩収入

平生園 1 平生園大規模改修工事

①給水設備更新(給水圧の改善)
②浴室改修、特殊浴槽更新・新設
③内装及び居室内トイレ改修
④各階食堂拡張及び居室配置変更等
⑤玄関まわり及び来客用トイレ改善

2021年12月 149,845
平生園（特別養護

老人ホーム）

人件費積立資産取
崩収入・修繕積立資
産取崩収入・減価償
却積立資産取崩収
入

借入金 100,000

平生園 2 2階特殊浴槽新規設置工事
大規模改修工事に伴い2階特殊浴槽を新規設
置

2021年12月 2,489
平生園（特別養護

老人ホーム）
減価償却積立資産
取崩収入　1,521

ハローワーク人材確保支援
等助成金/家族会寄附金

528/800

さくらの苑 1
介護保険記録システムソフト及び
クラウドシステム5年間使用権
財務会計システム5年間使用権

2016年に導入した介護保険記録システム・クラ
ウド化や財務会計システム使用権更新に伴う費
用

2021年12月 1,375
さくらの苑（特養・
短期入所・通所介

護）
介護保険収入

神戸愛生園 1 天井走行リフト3台
女性棟２機、男性棟１機
ご利用者の高齢・重度化による、職員負担軽減
とご利用者の安全で安楽な介護の提供を図る

2021年度中 3,630 生活介護 介護給付費収入

神戸光生園 1 新門扉設置及びフェンス更新工事

「ひかりマルシェ」（ミニバザー）に地域の方が立
ち寄りやすいように開催場所により近い場所に
新たに門扉を設置し、フェンスの高さを統一し安
全性を高める

2021年9月 2,948 就労継続支援B型
修繕積立資産取崩
収入

共同募金受配（予定） 2,470

神戸光生園 2 PC更新（3台）
旧機種のPCを3台更新する
デスクトップ2台
ノートPC1台

2021年6月 326 生活介護
修繕積立資産取崩
収入

神戸明生園 1 「ほのぼの」ソフト使用権更新 「ほのぼの」ソフト使用権の更新 2021年4月 132 生活介護 運営資金

神戸明生園 2 新館ボイラー入替 老朽化による新館ボイラーの入替 2021年6月 3,000 生活介護
減価償却積立金取り
崩し

神戸明生園 3 屋外キュービクル入替 老朽化による屋外キュービクルの入替 2021年6月 988 生活介護
減価償却積立金取り
崩し

神戸明生園 4 高圧ケーブル取替 老朽化による高圧ケーブル取替 2021年9月 2,800 生活介護
減価償却積立金取り
崩し

神戸明生園 5 眠りスキャン３台整備 利用者の高齢・重度化への安全対策 2022年3月 339 生活介護
減価償却積立金取り
崩し

ロボット等導入支援事業 339

自立センターひょうご 1 和室改修工事
和室の畳が経年劣化により傷んでいることと衛
生面での課題があるため、洗える畳と一部マッ
トレスに改修をする

2021年10月 1,000 生活介護
移行時人件費積立
金

ワークセンターわかまつ 1 ノートパソコン3台
職員用のデスクトップパソコン3台（Windows7）か
らノートパソコン3台（Windows10）への入れ替え

2021年5月 306 就労継続支援B型
器具及び備品取得支
出

ワークセンターわかまつ 2 作業室床張替・更衣室クロス張替工事
作業室の床の張替え及び利用者女子更衣室の
壁クロスの張替え工事

2021年10月 2,000 就労継続支援B型 修繕積立金取崩収入

ワークセンターわかまつ 3 空調用冷温水ポンプ取替工事
冷暖房空調機の冷温水二次ポンプ(地下3階）
取替工事

2021年7月 987 就労継続支援B型 修繕積立金取崩収入
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せいれいやさかだい 1 ウォシュレット(便座　3台)
シミズ事業所、友が丘事業所の利用者利便性
を向上させるため、ウォシュレット便座の取り付
けを行う

2021年6月 150 就B・生活介護 修繕費 按分(就B×0.25、生活×0.75)

せいれいやさかだい 2 パソコン(3台)
Windows７の補償期間終了とWeb会議・研修等
の常態化にい、PCの入替が必要となったため

2021年7月 250 就B・生活介護 事務消耗品費 按分(就B×0.25、生活×0.75)

GHのぞみ 1 ノートPC
GHのぞみでの書類作成・事務処理等に使用す
るため

2021年4月 100 共同生活援助 事務消耗品費

GHのぞみ 2 Timepro(勤怠管理システム) GHのぞみの勤怠管理を行うため 2021年4月 90 共同生活援助 事務消耗品費
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